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【抄録】

すぐれた図書館職員の確保がサービス向上の重要な要件であることは従来から認識されてきた。

しかし、その採用や配置に係る図書館設置者の方針等についての広範な実態把握は行われていない

ことから、全国の図書館を対象に実態等の調査を実施した。その結果、専門職制度は約半数の自治

、 、 、体で導入されているものの 制度が廃止された自治体もあること 図書館職員の採用にあたっては

都道府県立図書館の一部で問題作成等にも関与する事例がある一方で多くの図書館では必ずしも希

望する人材の確保ができていないことなどが明らかになった。

1 はじめに

図書館が質の高く利用者ニーズに対応したサ

ービスを実施するためには、職員、特に専門的

職員である司書の果たす役割が重要である。し

かし、公立図書館は地方公共団体の機関である

ことから、職員採用は人事部局との調整が必要

であり、専門職制度（専門職としての任命）の

導入等についても、図書館の意向だけでは実現

し得ない。さらに、最近の地方財政の悪化等を

契機として、職員配置の見直しや業務委託の推

進等が進められており、特に、カウンター業務

などのサービス部門の運営に大きな影響が生じ

ていると言われている。

これまで、公立図書館及び私立図書館の職員

数、有資格者数、専任職員数等については、文

部科学省が社会教育調査報告書 により、全国１

。 、の実態を３年ごとに調査し公表している また

社団法人日本図書館協会は、図書館の施設、資

料及び職員の実態について毎年調査し、日本の

図書館 等で公表している。しかし、これらの２

調査では、職員の採用や異動の状況、図書館以

外での勤務実態等は明らかにされていない。

また、文部科学省に設置されたこれからの図

書館の在り方検討協力者会議が取りまとめた

『これからの図書館像』( ) では、これか2006 ３

らの図書館経営に必要な視点の一つとして図書

館職員の資質向上と教育・研修を挙げ、図書館

職員自身の意識改革や研修機会の拡充の必要性

を指摘しているが、その前提となる図書館職員

の実態についての調査は実施されていない。

さらに、公立図書館の職員に関しては、日本

図書館協会図書館員の問題調査研究委員会が

年と 年に意識調査 を実施してい1986 1991 ４・５

るが、これらは職員に対する意識調査であり、

自治体の方針等を調査したものではない。

このような状況を踏まえ、公立図書館におけ

る職員採用の実態と業務の実施状況等に関する

調査を実施することとした。今回は、各図書館

からの回答について、８月 日現在の集計結20
果を報告する。

2 調査の概要

2.1 調査の目的

本調査では、全国の公立図書館における職員

の採用や配置、業務の実施状況等を調査し、そ

の現状を明らかにする。今後、調査回答図書館

のサービスの実施状況等と比較することによっ

て、公立図書館における望ましい運営のあり方

などを明らかにできるものと考えられる。

2.2 調査の方法

全国の都道府県立図書館（複数の図書館が設

置されている場合は中央館等）及び地域性等を

勘案して選択した７県（秋田県、千葉県、石川

県、兵庫県、広島県、宮崎県、沖縄県）の全市

町村立図書館（複数の図書館が設置されている

場合は中央館等）を対象として、郵送による質

問紙調査を実施した。調査対象は『図書館年鑑

』 により選定した。2006 ６

調査対象 ：

都道府県立図書館 館47
市町村立図書館 館175

調査時期 ：平成 年 月から 月19 7 8

回収数 ：

都道府県立図書館 館( )42 89%
市町村立図書館 館( )123 70%

2.3 調査の内容

図書館の総務・人事担当者に対して、図書館

の運営形態、専門職制度の有無と採用の実績、
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職員の採用方針や図書館の関与の度合い、図書

館以外の機関との人事異動の方針等について質

問した。また 「図書館規則の制定、改正等」、

など関連文献などから選択した具体的な 件14
の業務について、司書有資格者が中心となって

業務を行っているか、業務の実施にあたって課

題はあるかなどについても質問した。

3 調査結果

3.1 図書館の運営形態

表１は図書館の運営形態の類型である。すべ

ての業務を直営で実施しているところが多く

（一部の業務に派遣労働者を受け入れている場

合を含む 、業務の一部を民間委託している図）

書館や指定管理者制度により民間事業者が運営

している市町村立図書館もある。

表１ 図書館の運営形態

都道府県 市 町 村運営形態
立図書館 立図書館

すべて直営 ３７ ９８
( ) ( )88% 80%

一部業務委託 ５ １５
( ) ( )12% 12%

すべて業務委託 管理のみ直営 ０ ４（ ）
( ) ( )0% 3%

指定管理者による運営 ０ ４
( ) ( )0% 3%

その他 ０ ２
( ) ( )0% 2%

3.2 図書館職員の専門職制度と採用者数

表２は図書館における専門職制度の導入状況

である。

専門職制度があるのは、都道府県立図書館は

約 ％、市町村立図書館では約 ％である。70 40
また、過去には専門職としての任命があったも

のの現在では廃止されている自治体もある。

表２ 専門職制度の導入状況

専門職制度の有無 都道府県 市 町 村
立図書館 立図書館

ある ２８ ４５
( ) ( )67% 37%

制度はあるが、現在、任命され １ ４
ている職員はいない ( ) ( )2% 3%

ない ４ ５７
( ) ( )10% 46%

過去にはあったが、現在は廃止 ７ ８
された ( ) ( )17% 7%

その他 ０ ９
( ) ( )0% 7%

表３は専門職制度のある都道府県立図書館

館における、過去 年間の専門職の採用実28 10
績である。

過去 年間の採用者数の最大人数は 人、10 30

最小人数は１人であった。回答のあった図書館

の平均値は 人で、図書館によるばらつきが8.0
大きい。また、平成 年度以降の５年間に専15
門職の採用がない図書館も７館あった。

表３ 専門職制度のある都道府県立図書館に
おける過去10年間の専門職の採用実績

採用 図書 採用 図書 採用 図書
実績 館数 実績 館数 実績 館数

人 １ 人 １ ４人 ３30 12

人 １ 人 １ ３人 ２20 11

人 １ 人 ２ ２人 ５19 10

人 １ ６人 １ １人 ２18

人 １ ５人 １ 無回答 ５13

3.3 専門職の図書館以外の勤務先

表４は常勤の専門職が、公立図書館以外で多

く勤務している場所である。

勤務先としてもっとも多いのは、当該地方自

治体が設置する公立小中高等学校等の学校図書

館であり、公立大学の附属図書館、教育委員会

事務局が続いている。このほかに、博物館・文

学館 人 ３館 県議会図書室 ４人 ４（ （ ））、 （ （11
館 、県文書館（４人（４館 、県教育セン）） ））

ター（４人（２館 ）等が挙げられている。）

28なお 専門職制度がある都道府県立図書館、

館のうち、公立図書館以外で勤務する専門職は

いないと回答した図書館は５館（うち１館は把

握していないと回答）である。

表４ 公立図書館以外に勤務する常勤専門職数
（勤務人数の多い勤務先）

勤務先 都道府県 市 町 村
立図書館 立図書館

小中高等学校の図書館 ４４５人 ３０人
( 館) ( 館)9 6

公立大学の附属図書館 ２３人 ２人
( 館) ( 館)11 2

教育委員会事務局 ３人 ４人
( 館) ( 館)3 2

（ ）内の数は、勤務があると回答した図書館の数。

3.4 図書館職員の採用方法と図書館の関与

表５は、図書館の専門的な業務を行う職員の

採用方法に関する 自治体又は図書館の方針 具、 （

体的な方針等がない場合は、これまでの実績）

である。

専門職制度のない自治体の中にも、図書館職

員としての募集を行っているところがある一

方、一般職として採用された職員の中から専門

職を任命する自治体もある。なお 「その他」、

には、過去に図書館職員としての募集・採用が

あったが現在は募集していない（もっぱら行政

職員の転任で補充）との回答が含まれている。



（複数回答可）表５ 図書館職員の採用方法

採用の方法 専門職制 専門職制
の あ る の な い
図 書 館 図 書 館

図書館職員としての募集・採用 １５ １
試験がある ( ) ( )54% 7%

１３ ３
( ) ( )29% 4%

図書館職員としての募集があ ７ ０
る。一般職と同じ一次試験を行 ( ) ( )25% 0%
い、二次試験で図書館学に関す １１ ０
る出題や面接がある ( ) ( )24% 0%

一般職としての採用者の中か １ １
ら、本人の希望を確認しつつ、 ( ) ( )4% 7%
司書有資格者を優先的に図書館 １０ １８
に配置する ( ) ( )22% 23%

一般職の採用者の中から図書館 １ ３
に配置されるが、司書資格の有 ( ) ( )4% 21%
無、本人の希望等は考慮されな １１ ４１
い ( ) ( )24% 53%

その他・無回答 ６ ９
( ) ( )21% 64%

０ １６
( ) ( )0% 21%

上段は都道府県立図書館、下段は市町村立図書館の数値。

表６は、専門的業務を行う職員を募集・採用

する際に図書館が関与する度合いである。

問題作成や面接等に関与する図書館がある一

方で、一般職の定員要求等とまったく同じ手順

の自治体もある。なお、専門職制度のない図書

館の中にも、問題作成や面接等に関与すると回

答した図書館があった。

表６ 職員採用における図書館の関与

都道府県 市 町 村図書館の関与の度合い
立図書館 立図書館

募集、試験問題作成、面接、選 ９ ４
考等に図書館が関与する ( ) ( )21% 3%

図書館長等が選考委員等の一員 ２ ５
となって採用手続に参画する ( ) ( )5% 4%

図書館の希望を採用担当部局に １ ９
提示し採用担当部局が実施 ( ) ( )2% 7%

希望を提示する機会があるが、 ０ １１
どの程度反映されるかは不明 ( ) ( )0% 9%
（又はあまり反映されない）

１６ ６８定員要求等の手順があるのみ
( ) ( )で、結果は異動時期まで不明 38% 55%

その他・無回答 １ ２６4
( ) ( )33% 21%

表７ 非常勤職員を採用する際の評価の観点

都道府県 市 町 村採用にあたっての観点
立図書館 立図書館

図書館学に関する一定の知識を ９ １０
有することは採用の必要要件 ( ) ( )21% 8%

図書館学の知識を有することは ５ １０
採用できわめて重要な評価点 ( ) ( )12% 8%

図書館学の知識も評価するが、 １１ ２８
人柄などの方が重要な評価点 ( ) ( )26% 23%

図書館学に関する知識は、あれ ５ ３７
ば望ましい、という程度 ( ) ( )12% 37%

採用する時によって異なる（担 ７ １０
当業務毎に評価割合が異なる） ( ) ( )17% 8%

その他・無回答 ５ １９
( ) ( )12% 15%

表７は、図書館が非常勤職員を採用する際の

評価の観点である。

市町村立図書館では、図書館学に関する知識

を強く求める図書館は少なく、人柄などの方が

重要な評価点と考えたり、図書館学に関する知

識はあれば望ましい程度とする回答が多い。

3.5 図書館以外の機関との人事異動

表８は、図書館の専門的業務に従事している

職員がどのような場合に図書館外へ異動するか

についてである。

専門職は、本人が希望しない限り図書館等に

勤務するとした回答が多いが、一般職と同様と

した回答もある。

表８ 図書館職員の異動の方針

人事異動の方針 専門職と 司書有資
して任命 格で専門
されてい 職任命の
る職員 ない職員

本人の希望がない限り、退職ま １７ ２
での間、原則として図書館（学 ( ) ( )61% 6%
校図書館等を含む）に勤務する １９ ３

( ) ( )42% 2%

管理職登用などの節目に図書館 ２ ０
外に異動する場合がある（一定 ( ) ( )7% 0%
の職務経験後に図書館の管理職 １ ０
となる） ( ) ( )2% 0%

管理職登用などの節目に図書館 ０ ０
外に異動する場合がある（管理 ( ) ( )0% 0%
職となった後は一般行政職と同 ６ ４
じ扱いとなる） ( ) ( )13% 3%

一定の勤務期間を経過したら図 １ ２
書館外に異動することが通例で ( ) ( )4% 6%
ある（一定の職務経験後は図書 １ ４
館に復帰する） ( ) ( )2% 3%

一定の勤務期間を経過したら図 ０ ６
書館外に異動することが通例で ( ) ( )0% 19%
ある（その後は一般行政職と同 ２ １１
じ扱いとなる） ( ) ( )4% 9%

図書館外への異動も普通にある ２ １２
一般行政職と同じ扱いである ( ) ( )（ ） 7% 39%

９ ６１
( ) ( )20% 50%

その他・無回答 ６ ９
( ) ( )21% 29%

７ ３９
( ) ( )16% 32%

上段は都道府県立図書館、下段は市町村立図書館の数値。

（注）右欄は、該当者なし（司書有資格者はすべて専門職に任命

されている）と回答した図書館（都道府県立図書館 館、市町11
村立図書館１館）を除いて集計している。

表９ 図書館外から図書館への人事異動の方針

都道府県 市 町 村人事異動の方針
立図書館 立図書館

司書資格を有する人で図書館勤 ２ ３
務を希望する人が異動する ( ) ( )5% 2%

有資格者が異動するが、本人の ０ ９
希望は、あまり考慮されない ( ) ( )0% 7%

資格の有無に関係なく異動があ ７ ７
るが、司書資格取得の機会があ ( ) ( )17% 6%
る（講習への派遣や通信教育受
講費の補助制度等がある）

資格の有無に関係なく異動があ ２０ ８１
り、司書資格取得の機会はない ( ) ( )48% 66%

その他・無回答 １３ ２３
( ) ( )31% 19%



表９は、図書館以外の機関で勤務する職員が

図書館に異動する場合に、自分の意思や司書資

格がどの程度評価されるかについてである。

約７割の自治体が、司書資格の有無に関係な

く図書館への異動を行うとしているが、講習へ

の派遣や通信教育の受講など司書資格取得のた

めの支援制度を有する図書館もある。

3.6 図書館業務に対する自己評価

表 は、図書館の様々な業務に係る司書有10
資格者の役割と実施状況の自己評価である。

表10 有資格者の役割と実施状況の自己評価

有 資 格 者 業務量が 専門性の 業務分担
が 業 務 の 多く業務 不足を感 が不明確
中 心 に な が滞る場 じる場合 ・不適切
っている 合がある がある である

１ ０ １図書館規則の １５( )36%
５ ６ ０制定、改正等 ３１( )25%

４ ０ １サービス計画 １８( )43%
１２ ８ ２の策定等 ３７( )30%

１ ０ ２広報（視察対 １９( )45%
７ １ ２応等も含む） ４１( )33%

５ ０ ０図書館資料の ２９( )69%
１３ １５ １選定、購入 ６２( )50%

９ ０ ０資料の装備､目 ２６( )62%
１９ ０ ２録作成・登録 ５３( )43%

７ １ ０日常的な排架 ２５( )60%
１９ ０ １や書架整理 ４０( )33%

０ ２ ０カウンターで ２１( )50%
７ ５ １の貸出手続き ４１( )33%

３ １ ０読書相談・読書 ２４( )57%
１１ １６ ３案内・館内案内 ４９( )40%

３ ４ ０レファレンス ３３( )79%
８ ３２ ２サービス ６３( )51%

２ ０ ０相互貸借の受 ２７( )64%
１３ ３ ２付や依頼 ５４( )44%

３ １ １学校、児童館 ２２( )52%
１７ ４ ８等との連携 ５１( )41%

５ ０ ０講座 研修会 ２４( )、 、 57%
１０ ４ ４展示会の実施 ４４( )36%

３ ０ ０お話会等の子 ２４( )57%
８ ５ ３ども向け行事 ４９( )40%

３ ３ ０情報関連の講 ２１( )50%
５ ６ ４習会など １７( )14%

上段は都道府県立図書館、下段は市町村立図書館の数値。

図書館規則の制定等やサービス計画の策定、

広報等については司書有資格者が中心となって

行っている図書館の割合が低く一般職が大きな

役割を担っていることが伺える。レファレンス

サービスについては有資格者が業務の中心にな

っている割合が高く、かつ担当職員の専門性の

不足を感じる図書館が多くあり、高度な専門性

が期待されていることが分かる。また、資料の

装備や目録の作成・登録、日常的な排架につい

ては、専門職が実施する割合が比較的高いが、

業務量が多く業務が滞る場合もある。さらに、

、 、読書相談・読書案内 図書館資料の選定・購入

サービス計画の策定等については、専門性の不

足を感じる市町村立図書館が多く、都道府県立

図書館の回答との差が大きい。

4 まとめと考察

現状では、地方公共団体の職員によって直接

運営されている図書館が大半であるが、業務の

外部委託や指定管理者制度の導入が行われてい

るところもある。

また、一部の都道府県立図書館では職員採用

に図書館が深く関与しているが、多くの市町村

立図書館は関与していない実態が明らかになっ

た。今後は、図書館業務の専門性を広く周知す

ることで、図書館が必要とする人材を確保でき

るよう行政当局に積極的に働きかけていく必要

がある。

図書館業務については、専門性の確保と業務

の円滑な実施を図るため、業務内容や役割分担

の再検討を進める必要があると考えられる。特

に、都道府県立図書館と市町村立図書館の回答

に差のあった読書相談・読書案内、図書館資料

の選定・購入等の業務については、都道府県立

図書館による市町村立図書館振興策の一環とし

て積極的な支援が行われることが期待される。

5 今後の展開

引き続き、各図書館からの回答を分析し、現

地調査等を行うことにより、各図書館が抱える

課題等を明確にしていきたい。さらに、調査結

果と各図書館の実施する図書館サービスの現状

等を比較することで、効果的な図書館運営の方

策、職員配置と業務分担のあり方などについて

検証していくことを予定している。
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【調査の概要】

１ 調査の目的

全国の公立図書館における職員の採用方法及び業務内容の現状等を調査し分析、比較

することによって、今後の公立図書館における業務改善の一助となるような提案を行う

ための基礎的なデータの収集を目的とする。

２ 調査の対象

全国の公立図書館のうち、

① 全都道府県立図書館

② 秋田県、千葉県、石川県、兵庫県、広島県、宮崎県、沖縄県の市町村立図書館

を対象（複数の図書館を設置する市町村については中央館等）に調査を行った。

３ 調査の方法及び時期

方法： 郵送による質問紙調査を実施した。調査票の回収後、必要に応じ、電話及び

訪問調査によって回答内容の確認・補足を行った。

時期： 質問紙調査については、平成１９年７月１２日（木）付で調査票を発送し、

８月７日（木）を締切とした。電話及び訪問調査は、８月以降、適宜実施した。

４ 調査項目

〇 図書館で働いている人の類型及び人数

〇 常勤職員の採用及び任命

○ 常勤職員の図書館と外部機関との間の異動

○ 非常勤（嘱託）職員や臨時職員の採用

○ 図書館業務の実施状況

〇 その他

５ 回答状況

① 都道府県立図書館 ４６館（調査対象： ４７館 回収率９７．９％）

② 市町村立図書館 １５２館（調査対象：１７５館 回収率８６．９％）

うち秋田県（16 ／ 18 館） 千葉県（36 ／ 40 館） 石川県（17 ／ 19 館）

兵庫県（35 ／ 37 館） 広島県（17 ／ 21 館） 宮崎県（15 ／ 20 館）

沖縄県（16 ／ 20 館）

６ 調査結果の公表等

本集計結果は調査対象ごとの２分冊で構成し、調査対象図書館等に配布するほか、

ホームページ（http://www.slis.tsukuba.ac.jp/~hamada/）で公表する。



調査にご協力いただいた図書館

〔都道府県立図書館〕

北海道立図書館 青森県立図書館 岩手県立図書館

宮城県立図書館 秋田県立図書館 山形県立図書館

福島県立図書館 茨城県立図書館 栃木県立図書館

群馬県立図書館 埼玉県立浦和図書館 千葉県立中央図書館

神奈川県立図書館 新潟県立図書館 富山県立図書館

石川県立図書館 福井県立図書館 山梨県立図書館

県立長野図書館 岐阜県立図書館 静岡県立中央図書館

愛知県芸術文化センター愛知県図書館 三重県立図書館 滋賀県立図書館

京都府立図書館 大阪府立中央図書館 兵庫県立図書館

奈良県立図書情報館 和歌山県立図書館 鳥取県立図書館

島根県立図書館 岡山県立図書館 広島県立図書館

山口県立山口図書館 徳島県立図書館 香川県立図書館

愛媛県立図書館 高知県立図書館 福岡県立図書館

佐賀県立図書館 長崎県立長崎図書館 熊本県立図書館

大分県立図書館 宮崎県立図書館 鹿児島県立図書館

沖縄県立図書館
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〇 特に注釈のない限り、回答の数値は回答図書館数を示す。

なお、問２は、特に記述のない限り、調査対象に分館等を含めている。このため、

回答総数は５６館である。

〔１〕 図書館の運営形態について

問１ 図書館の運営形態は何ですか。

ア 図書館の専門的業務はすべて直営 ３８

イ 図書館の専門的業務について一部は業務委託 ７

ウ 図書館の専門的業務はすべて業務委託（管理業務等は直営） ０

エ 指定管理者制度等によりすべて外部事業者が実施 ０

オ その他 １

〇「オ」と回答した図書館の具体的回答

・業務の一部について派遣会社の社員が従事

（注）図書館の専門的業務とは、資料の収集・保存業務、各種利用者サービス業務、都道

府県立図書館における市町村立図書館支援業務等を指し、施設の維持・管理、清掃等

や単純な図書館資料の搬送業務等は除く。

また、問２は、専門的業務に従事する人に、図書館の総務、会計等に従事する人を

加えた人を対象としている。

本調査では、司書及び司書補について、「司書等」としている。
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〔２〕図書館で働いている人の類型及び人数について

問２－１ 図書館で働いている地方公共団体職員について記入してください。

① 常勤職員（司書職）

② 常勤職員（事務職等）

③ 地方公務員法第２８条の４の規定に基づく再任用・再雇用職員

④ 地方公務員法第３条第３項第３号の規定に基づく非常勤（嘱託）職員

⑤ 地方公務員法第２２条第２項又は第５項の規定に基づく臨時職員

○ 職員の人数

①常勤司書職 ②常勤事務職 ③再任用職員 ④非常勤職員 ⑤臨時職員
右の各区分の職
員が何人いるか 司書等＊ 司書等＊ 司書等＊ 司書等＊

０人 ４ ０ ５ ３３ ３ ８ ７ １５ ６

１～５人 ４ ９ １８ ８ ４ １７ １３ ２８ ２５

６～１０人 １４ １７ ８ ０ ０ １５ １６ ５ ２

１１～１５人 ９ ５ ３ ０ ０ ５ １ ２ １

１６～２０人 ４ １３ ０ ０ ０ ５ ４ ０ ０

２１～２５人 ７ ５ ０ ０ ０ ２ ２ １ ０

２６～３０人 ２ ５ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０

３１～３５人 １ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０

３６～４０人 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

４１～４５人 １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０

４６～５０人 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

５１～５５人 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

５６～６０人 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

無回答 ８ ２ ２０ １５ １ ２ １ ５ ２

（注）②～⑤の各右欄「司書等＊」は、当該区分の職員のうち、司書等有資格者のみを集計した数値で、

左欄で１人以上の人数を回答した図書館を対象として集計した。以下、問２の各表において同じ。

（注）「無回答」には、「不明」「把握していない」等の回答や該当者がいないために空欄にしたと考えら

れるものを含む。

○ 司書等有資格者の割合

②常勤事務職 ③再任用職員 ④非常勤職員 ⑤臨時職員

０％ ２５（３） ４ ８ ８

１～２５％ １６（４） ０ ０ ２

２６～５０％ １１（３） １ ４ ５

５１～７５％ ２ ０ ７ ２

７６～１００％ ０ ３ ２７ １９

無回答 ０（２） ０ ０ ０

（注）上表の「職員の人数」において、１人以上の人数を回答した図書館を対象として集計した。以下、

問２の各表において同じ。

（注）②の（ ）は、常勤司書職のいない図書館１２館（上表で「①が０人」と回答した図書館及び無

回答の図書館の合計）の状況を集計した数値である。
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○ 一人・週当たり平均勤務時間

③再任用職員 ④非常勤職員 ⑤臨時職員

１６時間以下 １ ６ ４

１７～２４時間 ２ ４ ４

２５～３２時間 ３ ２７ ４

３３～４０時間 ２ ５ ２１

４０時間超 ０ ３ ２

無回答 ０ １ ０

〇 職員の雇用契約期間と最長雇用期間（都道府県毎の集計）

契約 契約更新等による
・ ③再任用職員 ④非常勤職員 ⑤臨時職員

期間 実質的雇用最長期間

２ヶ月・１２ヶ月 ０ ０ １

４ヶ月・ ８ヶ月 ０ ０ ２

６ヶ月・ ６ヶ月 ０ ０ １

６ヶ月・１２ヶ月 ０ ０ １１

６ヶ月・２４ヶ月 ０ ０ １

６ヶ月・３６ヶ月 ０ ０ ２

６ヶ月・６０ヶ月 ０ ０ １

６ヶ月・無回答 ０ ０ ２

１１ヶ月・１１ヶ月 ０ ０ １

１１ヶ月・３３ヶ月 ０ ０ １

１２ヶ月・１２ヶ月 １ ４ ２

１２ヶ月・３６ヶ月 ５ １４ ０

１２ヶ月・６０ヶ月 １ １０ ０

１２ヶ月・１３２ヶ月 ０ １ ０

１２ヶ月・期限なし ０ １ ０

１２ヶ月・無回答 １ ７ １

１４ヶ月・無回答 ０ ０ １

定めなし ０ ０ １

無回答 ０ １ ２

○ 契約更新制限のない職員の有無

③再任用職員 ④非常勤職員 ⑤臨時職員
右の各区分の職
員が何人いるか 司書等＊ 司書等＊ 司書等＊

０人 ６ １ １９ １３ １８ １２

１～５人 １ ０ ５ １ ２ ３

６～１０人 ０ ０ ２ ３ １ ０

１１人～ ０ ０ ２ １ ０ ０

無回答 １ ０ １８ ２８ １５ ２１
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問２－２ 図書館で働く外部事業者の社員（職員）について記入してください。

⑥ 当該事業者の終身雇用の正社員

⑦ 当該事業者の正社員で雇用期間の定めのある人

⑧ 当該事業者にアルバイト・パート等で雇用されている人

○ 外部事業者における雇用形態別の社員（職員）の人数

⑥終身正社員 ⑦有期正社員 ⑧アルバイト ⑥～⑧の合計
右の各区分の職
員が何人いるか 司書等＊ 司書等＊ 司書等＊ 司書等＊

０人 ２５ １ ２６ ０ ２１ ６ ２１ ０

１～５人 ２ １ ０ ０ ６ ２ ５ ２

６～１０人 １ ０ ０ ０ ３ １ ３ １

１１人以上 ０ ０ １ １ ３ ２ ４ ２

無回答 ２８ １ ２９ ０ ２３ １ ２３ ０

○ 司書等有資格者の割合

⑥終身正社員 ⑦有期正社員 ⑧アルバイト

０％ １ ０ ５

１～２５％ ０ ０ ０

２６～５０％ ０ ０ ０

５１～７５％ ０ １ ０

７６～１００％ １ ０ １

無回答 １ ０ ４

○ 一人・週当たり平均勤務時間

⑦有期正社員 ⑧アルバイト

１６時間以下 ０ ２

１７～２４時間 ０ １

２５～３２時間 ０ ０

３３～４０時間 １ ４

４０時間超 ０ １

無回答 ０ ２
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問２－３ 図書館に労働者派遣法に基づく派遣労働者はいますか。

問２－４ 図書館ボランティアはいますか。

問２－５ 上記以外に図書館で働いてる人はいますか。

○ 派遣労働者、ボランティア等の人数

派遣労働者 ボランティア それら以外

司書等＊ 司書等＊ 司書等＊

いない ４４ ０ １９ １１ ３０ ７

いる １～ ５人 ２ ２ ２ ２ ６ ３

６～１０人 ２ ２ ４ １ ４ ２

１１～１５人 ０ ０ １ ０ ４ １

１６～２０人 ０ ０ ２ ０ ０ ０

２１～３０人 ０ ０ ４ ０ ０ ０

３１～４０人 ０ ０ ３ ０ ２ ０

４１～５０人 ０ ０ ３ ０ ０ ０

５０人以上 ０ ０ ７ ０ ０ ０

無回答 ８ ０ １１ １２ １０ ３

○ 司書等有資格者の割合

派遣労働者 ボランティア それら以外

０％ ０ １１ ８

１～２５％ ０ ２ ２

２６～５０％ ０ １ １

５１～７５％ ０ ０ １

７６～１００％ ４ ０ ２

無回答 ０ １２ ２

○ 一人・週当たり平均勤務時間

派遣労働者 ボランティア それら以外

１６時間以下 ０ ２ ０

１７～２４時間 ０ １ ０

２５～３２時間 ０ ０ ０

３３～４０時間 １ ４ ０

４０時間超 ０ １ ０

無回答 ０ ２ ０
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〔３〕図書館に勤務する常勤職員の採用及び任命について

問３－１ 司書及び司書補（以下、「司書等」という）について、専門職としての任

命がありますか。

ア ある ３２

イ 制度はあるが、現在、任命されている職員はいない １

ウ ない（過去にもなかった、確認できる限り過去にもなかった） ４

エ 過去にあったが、現在は廃止された ８

オ その他 １

問３－２ 問 3-1 で「ア」と回答した図書館にお聞きします。過去の採用等の実績を

記入してください。

○ 過去１０年間における司書等の専門職としての採用者数

１人 ２ ６人 １ １８人 １

２人 ６ １０人 ２ １９人 ２

３人 ２ １１人 １ ２０人 １

４人 ３ １２人 １ ３０人 １

５人 ２ １３人 ２ 無回答 ５

○ 司書等の専門職としての採用があった最終年

平成１９年 ４ 平成１４年 １ 平成９年 ２

１８年 ６ １３年 １ ８年 ０

１７年 ５ １２年 １ ７年 １

１６年 １ １１年 ２ 昭和５５年 １

１５年 ０ １０年 １ 無回答 ６
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問３－３ 問 3-1 で「ア」と回答した図書館にお聞きします。公立図書館以外で、司

書等の専門職が配置されている勤務先はありますか。

○ 「配置されている勤務先」の回答

ア 公立学校 ２０

イ 公民館 ０

ウ 博物館 ３

エ 試験研究機関 １

オ その他 １２

無回答（「なし」を含む） ２１

（注）「ア」には県立大学（１２県）の回答を含む。

〇「その他」の具体的な回答

・議会図書室（議会事務局を含む） ４

・教育委員会社会教育・生涯学習主管課 ３

・文書館、公文書館 ３

・教育センター ２

○ 配置されている施設数と職員数

・県立高校８５校に司書を配置（半数以上は非常勤職員）

・県立高校１６３校、県立大学１校

・学校１６８校１７０人と博物館４館４人

・県立高校、県立短大、県立大学に各１ずつ

・県立高校４８校中４２校・県立盲学校に１名ずつ（嘱託職員）

・公立学校１５校１５人、県立文学館４名、博物館１名

・県立文化センター文化情報センター４名はじめ１２機関２４名

・３０施設３０名
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問３－４ 図書館の専門的業務を行う職員の採用はどのようになっていますか。地方

公共団体または図書館としての方針を、具体的な方針等がない場合は過去５年間

程度の実績等を踏まえ回答してください。

ア 図書館職員としての募集・採用試験がある １６

イ 図書館職員としての募集がある。一般行政職と同じ一次試験（筆記試

験等）を行い、二次試験（面接や専門分野の筆記試験等）で図書館学に

関する出題がある ７

ウ 一般行政職としての採用者の中から、本人の希望を確認しつつ、司書

有資格者を優先的に図書館に配置する ３

エ 一般行政職の採用者の中から図書館に配置されるが、司書資格の有無、

本人の希望等は考慮されない ６

オ その他 １２

無回答 ４

（「ア」「ウ」「エ」の複数回答あり）

〇「その他」の具体的な回答

・一般行政職の職員から、本人の希望に配慮しつつ配置される ２

・現在司書の新規採用はなく、学校事務職の採用者の中から図書館に異動する ２

・平成１１年まで「ア」で実施したが、それ以降は新規募集がない

・県全体として採用を行っているが、司書として採用している

・一般行政職の採用者の中から図書館に配属されるが、人事は本庁で行っているため資

格の有無や本人の希望を考慮しているか不明

・近年は職員採用がない

（「エ」の回答の補足）

・平成１４年までは「イ」であったが、１５年以降は「エ」である
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問３－５ 図書館の専門的業務を行う職員を新規に採用する場合、採用までの時点で

図書館は選考に加わりますか。

ア 募集、試験問題作成、面接、選考等に図書館が関与する １０

イ 図書館長や図書館職員が選考委員等の一員となって採用手続に参画する ４

ウ あらかじめ図書館の希望を採用担当部局に提示しておき、その方針に

基づき採用担当部局が実施する ２

エ 図書館は採用担当部局に採用したい人材の能力等を提示する機会があ

るが、図書館の意向がどの程度反映されるかは不明（又は、図書館の

意向はあまり反映されない） ０

オ 通常の定員要求等の手順があるのみで、採用者や異動による補充とな

るかなどは、異動時期の直前まで不明である １８

カ その他 ８

無回答 ５

（「ア」「オ」の複数回答あり）

〇「その他」の具体的な回答

・試験問題のチェックのみ行う

・図書館はまったく関与しない
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〔４〕常勤職員の図書館と外部機関との間の異動について

問４－１ 図書館の専門的業務に従事している職員の異動はどのようになっています

か。過去１０年程度の実績の説明としてもっともあてはまるものを選択してくだ

さい。①専門職として任命された職員、②司書資格を有しているが専門職として

は任命されていない職員、について回答してください。（専門職としての任命の

ない図書館については、②のみ回答してください。）

① ②

ア 本人の希望がない限り、退職までの間、原則として図書館（問 3-3 の各施設や ２３ ２
人事交流等による隣接自治体の図書館等を含む）に勤務する

イ 管理職登用などの節目に図書館外に異動する場合がある（一定の職務経験後に ２ ０
図書館の管理職となる）

ウ 管理職登用などの節目に図書館外に異動する場合がある（管理職となった後は ０ ０
一般行政職と同じ扱いとなり、図書館に復帰する保証はなくなる）

エ 一定の勤務期間を経過したら図書館外に異動することが通例である（一定の職 １ ２
務経験後は図書館に復帰する）

オ 一定の勤務期間を経過したら図書館外に異動することが通例である（一般行政 ０ ６
職と同じ扱いとなり、図書館に復帰する保証はなくなる）

カ 図書館外への異動も普通にある（一般行政職と同じ扱いである） ３ １４

キ その他 ２ ２

無回答 １ ２２

（注）①は問 3-1 で「ア」と回答した図書館、②は調査対象の全図書館を集計対象とした

〇「その他」の具体的な回答

・勤務期間の長い職員については、学校への異動がある

・過去１０年間にわたり、図書館外への異動の実績はなかった

○ 複数回答（集計上は両方に計上している）

・①で「ア」「イ」の複数回答、②で「エ」「オ」、「オ」「カ」の複数回答あり
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問４－２ 常勤地方公共団体職員の、図書館外から図書館への異動はどのようになっ

ていますか。過去５年間程度の実績の説明としてもっともあてはまるものを選択

してください。

ア 司書資格を有する人で図書館勤務を希望する人が異動する ４

イ 司書資格を有する人が異動するが、本人の希望は、あまり考慮されない ０

ウ 司書資格の有無に関係なく異動があるが、司書資格取得の機会が与えら

れる（講習への派遣や通信教育受講費の補助制度等がある） ７

エ 司書資格の有無に関係なく異動があるが、司書資格取得の機会はない ２２

オ その他 １０

無回答 ３

〇「その他」の具体的な回答

・司書資格の有無にかかわらず図書館への異動があり得るが、管理部門に従事する ３

・該当者はいなかった

○ 複数回答（集計上は両方に計上している）

・教員からの異動については「イ」、一般行政職からの異動については「エ」
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〔５〕非常勤（嘱託）職員や臨時職員の採用について

問５－１ 非常勤（嘱託）職員や臨時職員の採用はどのようになっていますか。

ア 募集や選考を図書館が行う ３３

イ 募集や選考を教育委員会が行う ０

ウ 募集や選考を教育委員会が行うが、図書館の希望は一定程度、反映される ４

エ 募集や選考を首長部局が行う ２

オ 募集や選考を首長部局が行うが、図書館の希望は一定程度、反映される １

カ その他 ８

無回答 ０

〇「その他」の具体的な回答

・教育委員会が募集する場合と図書館が募集する場合があるが選考は図書館が行う

・図書館が募集・内申し、選考・任命は教育委員会が行う

・非常勤職員等は採用していない

・図書館での勤務条件に教育委員会が募集、選考を行う

○ 複数回答（集計上は両方に計上している）

・非常勤職員（嘱託）は「ア」、臨時職員は「エ」

・非常勤職員（嘱託）は「ウ」、臨時職員は「エ」

問５－２ 採用の際に試験等は実施しますか。

ア 図書館学に関する筆記試験を行う（筆記及び面接の両方を行う場合を含む）９

イ 図書館学に関する口答試験、作文、面接等を行う １２

ウ 履歴書等で図書館学に関する知識の有無を判断する １２

エ 図書館学に関する知識は問わない ７

オ その他 １１

無回答 １

〇「その他」の具体的な回答

・有資格者を優先するよう首長部局にお願いしている

・職種により異なるが、面接のみか面接と作文により選考する

○ 複数回答（集計上は両方に計上している）

・非常勤職員（嘱託）は「ア」、臨時職員は「エ」

・非常勤職員（嘱託）は「ア」「ウ」、臨時職員は「エ」

・非常勤職員（嘱託）は「ウ」、臨時職員は「エ」

・「ア」「イ」「ウ」であり、採用条件により異なる
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問５－３ 選考にあたっての図書館学に関する知識とそれ以外の条件（面接での態度

や図書館以外での職歴、人柄など）との評価割合はどうなっていますか。

ア 図書館学に関する一定の知識を持っていることが採用の必要要件 ９

イ 図書館学に関する知識を持っていることは採用できわめて重要な評価点 ５

ウ 図書館学に関する知識も評価するが、人柄などの方が重要な評価点 １３

エ 人柄などの評価が中心であり、図書館学に関する知識については、あ

れば望ましい、という程度 ５

オ 採用する時によって異なる（採用する職員ごとに具体的な担当業務が

決まっており、その業務に応じて評価することになっている） ８

カ その他 ４

無回答 ３

〇「その他」の具体的な回答

・明確な割合は決めていない

○ 複数回答（集計上は両方に計上している）

・非常勤職員（嘱託）は「ウ」、臨時職員は「エ」

〇 その他、職員の採用や任命に関して課題となっていることがありましたら、自由

記入欄に記入してください。

・近年は司書が退職しても新規採用が行われず、事務職の補充でまかなわれている

・日々雇用職員は、雇用期間が６ヶ月と短く、経験の蓄積にならない上、良い人材を集め

にくく、指導や事務など職員の負担も大きい
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〔６〕図書館業務の実施状況について

問６－１ A ～ N の業務（次ページ参照）は、(1)～(5)のどの人が担当していますか。

業務の分担として、もっとも当てはまる状況を、ア～オからそれぞれ選択して回

答してください。

【図書館勤務者の分類】
(1) 常勤職員

(2) 再雇用職員、非常勤（嘱託）職員、臨時職員

(3) 業務委託先の職員（社員）、派遣社員等

(4) 図書館ボランティア

(5) その他

【業務分担の分類】

ア 当該業務の全体を実施する。（下記の「イ」及び「ウ」の業務の両方を行う。）

イ 当該業務の責任者・調整役等の立場で、方針策定・基本的ルールの決定・企画立案・例外事象に

対する判断等を実施を行う。（現場での実務は行わない。）

ウ （「イ」の人の指示により）当該業務の現場での実務・サービスの実施・個別の書類や資料の作成

等を中心となって行う

エ 「ウ」の人を支援する立場で現場での作業等の補助的な業務（講習会の会場整理を含む）を行う

オ 当該業務は担当していない

問６－２ 問 6-1 各業務について、業務の実施状況はどうですか。

ア 業務は適切に運営されている

イ 担当する職員の状況に比べて業務量が多く、業務が滞る場合がある

ウ 業務内容に専門的な知識が必要な場合があり、担当職員の専門性の不足を感じ

る場合がある

エ 業務分担が不明確・不適切などで、業務が適切に実施されない場合がある

オ 業務の内容や結果について評価や分析は行っていない

カ その他

〇「その他」の具体的な回答及び自由記入

・図書館として実施する事業の数は少ない

・IT サポーターによる情報関連講習会を実施している

・行事内容の企画及び実施をボランティアが行い、施設等の手配を図書館職員が行う

・相互貸借については、他館への依頼を常勤職員が行い、他館からの依頼の処理を再雇

用職員が実施している

・ボランティアは古文書の索引データ作成の大半を実施している

・学校等との連携や情報検索講習会等は近年ほとんど実施していない
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（１）常勤職員 （２）再雇用職員等 （３）委託先の職員 （４）ボランティア （５）その他 問６－２

ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ カ

Ａ 図書館規則の制定、改正 38 1 0 0 0 0 0 0 1 23 0 0 0 0 11 0 0 0 0 19 0 0 0 0 2 35 1 2 1 3 1
等 10 1

Ｂ 図書館の基本計画、サー 38 2 0 0 0 0 0 1 1 22 0 0 0 0 11 0 0 0 0 19 0 0 0 0 2 30 5 0 1 5 1
ビス計画の策定等 13 1 1

Ｃ 図書館広報の実施（自治体広 39 0 1 0 0 1 0 3 6 16 1 0 0 0 11 0 0 0 0 19 0 0 0 0 2 33 2 1 2 3 1
報への原稿掲載や視察対応等も含む） 15 1 1 1 1

Ｄ 図書館資料の選定、購入 39 0 1 0 0 0 0 2 4 20 0 0 0 0 11 0 0 0 0 19 0 0 0 0 2 31 6 1 0 3 1
27 1

Ｅ 納入された資料の確認、 36 2 1 0 0 2 0 15 8 5 1 0 3 0 8 0 0 1 2 17 0 0 1 0 1 27 10 1 0 3 1
装備や目録の作成・登録 23 1 1 2

Ｆ 新着本、返却本などの日 32 3 1 1 1 5 0 22 6 3 2 0 5 0 6 1 0 2 14 9 0 0 1 1 0 27 9 1 1 3 1
常的な排架や書架整理 20 2 1 1 2 13 1 3

Ｇ カウンターでの貸出手続 30 6 1 1 1 5 0 23 5 3 2 0 3 1 7 0 0 0 0 19 0 0 1 1 0 35 0 2 1 3 1
き 14 4 1 1 1 11 2 2

Ｈ 読書相談・読書案内・館 37 1 1 0 1 4 0 13 5 8 2 0 3 1 7 0 0 0 3 17 0 0 1 0 1 33 3 2 0 3 1
内案内 22 1 1 7 4 2

Ｉ レファレンスサービス 38 0 1 0 0 4 0 9 6 10 1 0 0 0 11 0 0 0 0 19 0 0 0 0 2 30 4 4 0 3 1
31 1 1 8 3

Ｊ 相互貸借の受付、他図書 38 1 1 0 0 3 0 13 9 9 0 0 1 0 11 0 0 0 0 19 0 0 0 0 2 35 2 1 0 3 1
館への依頼 25 1 1 7 4

Ｋ 学校、児童館等と連携して 33 1 1 0 3 1 0 3 9 13 0 0 1 1 10 0 0 0 0 19 0 0 0 0 2 24 3 2 1 5 2
行う図書館サービスの実施 19 1 1 2 4

Ｌ 図書館が主催する講座、 39 1 1 0 0 3 0 6 11 9 0 0 2 0 10 0 0 0 2 17 0 0 0 0 2 32 5 1 0 3 1
研修会、展示会等の実施 20 1 1 3 6

Ｍ 図書館が主催するお話会 34 1 1 0 0 2 0 11 8 7 1 0 0 0 11 3 0 9 6 4 0 0 0 0 2 32 3 1 0 3 1
等の子ども向け行事の実施 22 1 1 7 3 1

Ｎ 図書館が主催する情報検索講習会、インターネッ 34 0 1 0 4 1 0 4 4 16 0 0 3 0 9 1 0 1 1 16 0 0 0 0 2 26 4 4 0 3 2
ト利用講習会など、情報関連の行事の実施 19 1 1 3 2

（注）各欄の下段の斜字体の数字は、司書等の資格を有する人が中心となって当該業務を行っていると回答した図書館数である。
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〇 その他、日常の図書館業務の実施にあたり課題となっていることがありましたら、

自由記入欄に記入してください。

・非常勤職員、臨時職員は正規職員の業務補助の位置づけであるが業務を分割して分担

できるか考慮している

・常勤職員と非常勤職員は日常業務では同じ内容の業務を行っている

・財政状況が厳しく資料購入予算の確保が課題となっている

・年度末に各担当業務ごとの反省と課題の整理を行っている
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公立図書館職員の採用と業務内容に関する調査

質 問 票

〔１〕 図書館の運営形態について

問１ 図書館の運営形態は何ですか。

ア 図書館の専門的業務はすべて直営

イ 図書館の専門的業務について一部は業務委託

ウ 図書館の専門的業務はすべて業務委託（管理業務等は直営）

エ 指定管理者制度等によりすべて外部事業者が実施

オ その他 →具体的な形態を回答用紙に記入してください

（注１）問１で、「ウ」又は「エ」と回答した図書館の方へ

回答用紙の自由記入欄に、①業務受託事業者の名称と事業所所在地、②本件及び業務・委託契約の内

容等について照会する場合の連絡先（図書館、受託事業者、教育委員会など）を記入してください。（本

調査票の問２以降の回答は不要です。）

（注２）図書館の専門的業務とは、

資料の収集・保存業務、各種利用者サービス業務、都道府県立図書館における市町村立図書館支援業

務等を指します。また、施設の維持・管理、清掃等や単純な図書館資料の搬送業務等は除きます。
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〔２〕図書館で働いている人の類型及び人数について

（注１）問１（注２）に示す図書館の専門的業務に従事する人に、図書館の総務、会計等に従事する人を

加えた人を対象として、本年７月１日現在の数値を記入してください。

（注２）複数の図書館が設置されている場合は、中央館等の数値を回答用紙１枚目に、それ以外の図書館

の数値を回答用紙２枚目に回答してください。

（注３）「勤務時間計」欄には、該当する人全員分の１週間あたりの勤務時間の合計を記入してください。

（注４）問２ー３について、業務委託先の社員（職員）が図書館に出向いて働く場合に「派遣職員」など

という呼び方をする図書館がありますが、業務委託契約に基づく社員等は問２－２に含めてください。

問２－１ 図書館で働いている地方公共団体職員について記入してください。

① 常勤職員（司書職） （ ）人

② 常勤職員（事務職等） （ ）人 うち司書等有資格者（ ）人

③ 地方公務員法第２８条の４の規定に基づく再任用・再雇用職員

・（ ）人 うち司書等有資格者（ ）人 勤務時間計（ ）時間

・再任用職員の雇用契約期間（ ）ヶ月 契約更新等による実質的雇用最長期間（ ）ヶ月

・契約更新制限のない再任用職員がいるか・・ いれば、（ ）人 うち有資格者（ ）人

④ 地方公務員法第３条第３項第３号の規定に基づく非常勤（嘱託）職員

・（ ）人 うち司書等有資格者（ ）人 勤務時間計（ ）時間

・非常勤職員の雇用契約期間（ ）ヶ月 契約更新等による実質的雇用最長期間（ ）ヶ月

・契約更新制限のない非常勤職員がいるか・・ いれば、（ ）人 うち有資格者（ ）人

⑤ 地方公務員法第２２条第２項又は第５項の規定に基づく臨時職員

・（ ）人 うち司書等有資格者（ ）人 勤務時間計（ ）時間

・臨時職員の雇用契約期間（ ）ヶ月 契約更新等による実質的雇用最長期間（ ）ヶ月

・契約更新制限のない臨時職員がいるか・・ いれば、（ ）人 うち有資格者（ ）人

問２－２ 図書館で働く外部事業者の社員（職員）について記入してください。
（注）すべての欄に記入できない場合でも可能な範囲で数値を記入してください。

⑥ 当該事業者の終身雇用の正社員 （ ）人 うち司書等有資格者（ ）人

⑦ 当該事業者の正社員で雇用期間の定めのある人

（ ）人 うち司書等有資格者（ ）人 勤務時間計（ ）時間

⑧ 当該事業者にアルバイト・パート等で雇用されている人

（ ）人 うち司書等有資格者（ ）人 勤務時間計（ ）時間

⑨ ⑥～⑧の合計 総数（ ）人 うち司書等有資格者（ ）人 勤務時間計（ ）時間

問２－３ 図書館に労働者派遣法に基づく派遣労働者はいますか。
いない ・ いる （ ）人 うち司書等有資格者（ ）人 勤務時間計（ ）時間

問２－４ 図書館ボランティアはいますか。
いない ・ いる （ ）人 うち司書等有資格者（ ）人 勤務時間計（ ）時間

問２－５ 上記以外に図書館で働いてる人はいますか
いない ・ いる →どういう立場の人か、その人数など、具体的に記入してください
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〔３〕図書館に勤務する常勤職員の採用及び任命について

問３－１ 司書及び司書補（以下、「司書等」という）について、専門職として

の任命がありますか。

ア ある

イ 制度はあるが、現在、任命されている職員はいない

ウ ない（過去にもなかった、確認できる限り過去にもなかった）

エ 過去にあったが、現在は廃止された

オ その他 →具体的に記入してください

問３－２ 問 3-1 で「ア」と回答した図書館にお聞きします。過去の採用等の実

績を記入してください。（過去１０年間の募集人数、応募人数、採用人数、

及び事務職等から異動して司書等として任命された人数を、各年度ごとに記

入してください。なお、過去１０年間にまったく採用等がない場合は、最新

の実績について記入してください。）

問３－３ 問 3-1 で「ア」と回答した図書館にお聞きします。公立図書館以外で、

司書等の専門職が配置されている勤務先はありますか。該当するものを選択

し、ア、イについては施設数と配置職員数を、ウ、エ、オについては、具体

的な施設名と配置職員数を記入してください。

ア 公立学校

イ 公民館

ウ 博物館

エ 試験研究機関

オ その他 →具体的に記入してください
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問３－４ 図書館の専門的業務を行う職員の採用はどのようになっていますか。

地方公共団体または図書館としての方針を、具体的な方針等がない場合は過

去５年間程度の実績等を踏まえ回答してください。

ア 図書館職員としての募集・採用試験がある

イ 図書館職員としての募集がある。一般行政職と同じ一次試験（筆記試験等）

を行い、二次試験（面接や専門分野の筆記試験等）で図書館学に関する出

題がある

ウ 一般行政職としての採用者の中から、本人の希望を確認しつつ、司書有資

格者を優先的に図書館に配置する

エ 一般行政職の採用者の中から図書館に配置されるが、司書資格の有無、本

人の希望等は考慮されない

オ その他 →具体的に記入してください

問３－５ 図書館の専門的業務を行う職員を新規に採用する場合、採用までの時

点で図書館は選考に加わりますか。

ア 募集、試験問題作成、面接、選考等に図書館が関与する

→図書館が関与する具体的な業務を記入してください

イ 図書館長や図書館職員が選考委員等の一員となって採用手続に参画する

ウ あらかじめ図書館の希望を採用担当部局に提示しておき、その方針に基づ

き採用担当部局が実施する

エ 図書館は採用担当部局に採用したい人材の能力等を提示する機会がある

が、図書館の意向がどの程度反映されるかは不明（又は、図書館の意向は

あまり反映されない）

オ 通常の定員要求等の手順があるのみで、採用者や異動による補充となるか

などは、異動時期の直前まで不明である

カ その他 →具体的に記入してください
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〔４〕常勤職員の図書館と外部機関との間の異動について

問４－１ 図書館の専門的業務に従事している職員の異動はどのようになってい

ますか。過去１０年程度の実績の説明としてもっともあてはまるものを選択

してください。①専門職として任命された職員、②司書資格を有しているが

専門職としては任命されていない職員、について回答してください。（専門

職としての任命のない図書館については、②のみ回答してください。）

ア 本人の希望がない限り、退職までの間、原則として図書館（問 3-3 の各施

設や人事交流等による隣接自治体の図書館等を含む）に勤務する

イ 管理職登用などの節目に図書館外に異動する場合がある（一定の職務経験

後に図書館の管理職となる）

ウ 管理職登用などの節目に図書館外に異動する場合がある（管理職となった

後は一般行政職と同じ扱いとなり、図書館に復帰する保証はなくなる）

エ 一定の勤務期間を経過したら図書館外に異動することが通例である（一定

の職務経験後は図書館に復帰する）

オ 一定の勤務期間を経過したら図書館外に異動することが通例である（一般

行政職と同じ扱いとなり、図書館に復帰する保証はなくなる）

カ 図書館外への異動も普通にある（一般行政職と同じ扱いである）

キ その他 →具体的に記入してください

問４－２ 常勤地方公共団体職員の、図書館外から図書館への異動はどのように

なっていますか。過去５年間程度の実績の説明としてもっともあてはまるも

のを選択してください。

ア 司書資格を有する人で図書館勤務を希望する人が異動する

イ 司書資格を有する人が異動するが、本人の希望は、あまり考慮されない

ウ 司書資格の有無に関係なく異動があるが、司書資格取得の機会が与えられ

る（講習への派遣や通信教育受講費の補助制度等がある）

エ 司書資格の有無に関係なく異動があるが、司書資格取得の機会はない

オ その他 →具体的に記入してください
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〔５〕非常勤（嘱託）職員や臨時職員の採用について

問５－１ 非常勤（嘱託）職員や臨時職員の採用はどのようになっていますか。

ア 募集や選考を図書館が行う

イ 募集や選考を教育委員会が行う

ウ 募集や選考を教育委員会が行うが、図書館の希望は一定程度、反映される

エ 募集や選考を首長部局が行う

オ 募集や選考を首長部局が行うが、図書館の希望は一定程度、反映される

カ その他 →具体的に記入してください

問５－２ 採用の際に試験等は実施しますか。

ア 図書館学に関する筆記試験を行う（筆記及び面接の両方を行う場合を含む）

イ 図書館学に関する口答試験、面接等を行う

ウ 履歴書等で図書館学に関する知識の有無を判断する

エ 図書館学に関する知識は問わない

オ その他 →具体的に記入してください

問５－３ 選考にあたっての図書館学に関する知識とそれ以外の条件（面接での

態度や図書館以外での職歴、人柄など）との評価割合はどうなっていますか。

ア 図書館学に関する一定の知識を持っていることが採用の必要要件

イ 図書館学に関する知識を持っていることは採用できわめて重要な評価点

ウ 図書館学に関する知識も評価するが、人柄などの方が重要な評価点

エ 人柄などの評価が中心であり、図書館学に関する知識については、あれば

望ましい、という程度

オ 採用する時によって異なる（採用する職員ごとに具体的な担当業務が決ま

っており、その業務に応じて評価することになっている）

カ その他 →具体的に記入してください

〇 その他、職員の採用や任命に関して課題となっていることがありましたら、

自由記入欄に記入してください。
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〔６〕図書館業務の実施状況について

問６－１ Ａ～Ｎの各業務は、(1)～(5)のどの人が担当していますか。業務の分

担として、もっとも当てはまる状況を、ア～オからそれぞれ選択して回答し

てください。

なお、司書等の資格を有する人が中心となって当該業務を行っている場合

は、○など、「○」をつけて回答してください。ア

【図書館勤務者の分類】

(1) 常勤職員

(2) 再雇用職員、非常勤（嘱託）職員、臨時職員

(3) 業務委託先の職員（社員）、派遣社員等

(4) 図書館ボランティア

(5) その他（具体的に記入）

【具体的な業務の種類】

Ａ 図書館規則の制定、改正等

Ｂ 図書館の基本計画、サービス計画の策定等

Ｃ 図書館広報の実施（自治体広報への原稿掲載や視察対応等も含む）

Ｄ 図書館資料の選定、購入

Ｅ 納入された資料の確認、装備や目録の作成・登録

Ｆ 新着本、返却本などの日常的な排架や書架整理

Ｇ カウンターでの貸出手続き

Ｈ 読書相談・読書案内・館内案内

Ｉ レファレンスサービス

Ｊ 相互貸借の受付、他図書館への依頼

Ｋ 学校、児童館等と連携して行う図書館サービスの実施

Ｌ 図書館が主催する講座、研修会、展示会等の実施

Ｍ 図書館が主催するお話会等の子ども向け行事の実施

Ｎ 図書館が主催する情報検索講習会、インターネット利用講習会など、情報関連の行事の実施

【業務分担の分類】

ア 当該業務の全体を実施する。（下記の「イ」及び「ウ」の業務の両方を行う。）

イ 当該業務の責任者・調整役等の立場で、方針策定・基本的ルールの決定・企画立案・例外事象に対

する判断等を実施を行う。（現場での実務は行わない。）

ウ （「イ」の人の指示により）当該業務の現場での実務・サービスの実施・個別の書類や資料の作成等

を中心となって行う

エ 「ウ」の人を支援する立場で現場での作業等の補助的な業務（講習会の会場整理を含む）を行う

オ 当該業務は担当していない
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【問６-１の記入上の注意】

・業務分担は、通常の場合を前提に回答してください。（業務多忙時や職員の一部のみが出勤する休日等に

業務を分担することがあり得る場合などは含めずに回答してください。）

・当該業務について、誰が担当するかは決まっておらず、その時々に実施可能な人が実施しているような

場合についても、実施する可能性のある選択肢ア～オのいずれかを記入してください。また、中央館等

とそれ以外の館で担当が異なる場合は、中央館等の状況を回答してください。（必要に応じ、自由記入

欄に記入してください。）

・当該業務を、他の機関の職員や外部の会社等が実施している場合（併設公民館の職員が実施している場

合など）は自由記入欄に記入してください。

【記入例】

・カウンターでの貸出手続きについて、常勤職員の司書が作業手順の決定等を行い、カウンターでの業務

を臨時職員と有資格の図書館ボランティアが行う場合

G

(1) イ○

(2) ウ

(3) オ ←（３）に該当する人がいるが当該業務は担当していない場合は「オ」を
記入（空欄にしない）

(4) ウ〇

(5) ←（５）に該当する人が図書館にいない（問２で０人又は「いない」と
回答）場合は空欄

問６－２ 問 6-1 のＡ～Ｎの各業務について、業務の実施状況はどうですか。

ア 業務は適切に運営されている

イ 担当する職員の状況に比べて業務量が多く、業務が滞る場合がある

ウ 業務内容に専門的な知識が必要な場合があり、担当職員の専門性の不足を

感じる場合がある

エ 業務分担が不明確・不適切などで、業務が適切に実施されない場合がある

オ 業務の内容や結果について評価や分析は行っていない

カ その他 →具体的に記入してください

〇 その他、日常の図書館業務の実施にあたり課題となっていることがありまし

たら、自由記入欄に記入してください。

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。

（平成１９年８月７日（火）までにメール、ファクシミリ又は郵送でご回答ください。）



（Ｆａｘ送信票）

筑波大学 From：

図書館情報メディア研究科専任講師 （図書館名） （都道府県名）

濱 田 幸 夫 宛 （担当者氏名） （課係名・役職）

（Ｆａｘ ） （電話） （Ｆａｘ）

公立図書館職員の採用と業務内容に関する調査回答用紙

問１ 問２－２

←ウ、エの場合は注１を参照 ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

人数

問２－１
うち有資格者

① ② ③ ④ ⑤

勤務時間計

人数

うち有資格者 問２－３～問２－５

勤務時間計 問２－３ 問２－４ 問２－５

雇用契約期間 いる いない いない いない

最長契約期間 人数

更新制限なし人数 うち有資格者

うち有資格者 勤務時間計

問３
問１、問２、問３に関する自由記入欄

問３－１ 問３－２

問３－４

問３－５

問３－３ ア イ ウ エ オ

問４、問５に関する自由記入欄

問４・問５

問４－１① 問４－１② 問４－２ 問５－１ 問５－２ 問５－３任命あり 任命なし

問６
問６に関する自由記入欄

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

問６－２

（その２）

公立図書館職員の採用と業務内容に関する調査回答用紙

複数の図書館が設置されている場合のみ記入して返送してください。

（回答図書館名）

（都道府県名）

図書館（分館等）名 問２－２

⑥ ⑦ ⑧ ⑨

人数

問２－１
うち有資格者

① ② ③ ④ ⑤
勤務時間計

人数

うち有資格者 問２－３～問２－５

勤務時間計 問２－３ 問２－４ 問２－５

雇用契約期間 いる いない いない いない

最長契約期間 人数

更新制限なし人数 うち有資格者

うち有資格者 勤務時間計

図書館（分館等）名 問２－２

⑥ ⑦ ⑧ ⑨

人数

問２－１
うち有資格者

① ② ③ ④ ⑤
勤務時間計

人数

うち有資格者 問２－３～問２－５

勤務時間計 問２－３ 問２－４ 問２－５

雇用契約期間 いる いない いない いない

最長契約期間 人数

更新制限なし人数 うち有資格者

うち有資格者 勤務時間計

図書館（分館等）名 問２－２

⑥ ⑦ ⑧ ⑨

人数

問２－１
うち有資格者

① ② ③ ④ ⑤
勤務時間計

人数

うち有資格者 問２－３～問２－５

勤務時間計 問２－３ 問２－４ 問２－５

雇用契約期間 いる いない いない いない

最長契約期間 人数

更新制限なし人数 うち有資格者

うち有資格者 勤務時間計



「地域の協働ネットワークを基盤とする公共図書館サービス

モデルの構築に関する研究：地域を支える情報拠点として」

（筑波大学図書館情報メディア研究科プロジェクト研究）

「公立図書館職員の採用と業務内容に関する調査」

集 計 結 果
（② 市町村立図書館分）

平成２１年３月３日

筑波大学大学院図書館情報メディア研究科

専任講師 濱 田 幸 夫





【調査の概要】

１ 調査の目的

全国の公立図書館における職員の採用方法及び業務内容の現状等を調査し分析、比較

することによって、今後の公立図書館における業務改善の一助となるような提案を行う

ための基礎的なデータの収集を目的とする。

２ 調査の対象

全国の公立図書館のうち、

① 全都道府県立図書館

② 秋田県、千葉県、石川県、兵庫県、広島県、宮崎県、沖縄県の市町村立図書館

を対象（複数の図書館を設置する市町村については中央館等）に調査を行った。

３ 調査の方法及び時期

方法： 郵送による質問紙調査を実施した。調査票の回収後、必要に応じ、電話及び

訪問調査によって回答内容の確認・補足を行った。

時期： 質問紙調査については、平成１９年７月１２日（木）付で調査票を発送し、

８月７日（木）を締切とした。電話及び訪問調査は、８月以降、適宜実施した。

４ 調査項目

〇 図書館で働いている人の類型及び人数

〇 常勤職員の採用及び任命

○ 常勤職員の図書館と外部機関との間の異動

○ 非常勤（嘱託）職員や臨時職員の採用

○ 図書館業務の実施状況

〇 その他

５ 回答状況

① 都道府県立図書館 ４６館（調査対象： ４７館 回収率９７．９％）

② 市町村立図書館 １５２館（調査対象：１７５館 回収率８６．９％）

うち秋田県（16 ／ 18 館） 千葉県（36 ／ 40 館） 石川県（17 ／ 19 館）

兵庫県（35 ／ 37 館） 広島県（17 ／ 21 館） 宮崎県（15 ／ 20 館）

沖縄県（16 ／ 20 館）

６ 調査結果の公表等

本集計結果は調査対象ごとの２分冊で構成し、調査対象図書館等に配布するほか、

ホームページ（http://www.slis.tsukuba.ac.jp/~hamada/）で公表する。



調査にご協力いただいた図書館

〔秋田県〕
秋田市立中央図書館明徳館 大館市立中央図書館 潟上市図書館 鹿角市立花輪図書館

北秋田市鷹巣図書館 仙北市田沢湖図書館 大仙市立大曲図書館 にかほ市立図書館 こぴあ

能代市立図書館 湯沢市立湯沢図書館 由利本荘市本荘図書館 横手市立雄物川図書館

羽後町立図書館 上小阿仁村立図書館 小坂町立小坂図書館 八郎潟町立図書館

〔千葉県〕
旭市図書館 我孫子市民図書館 市川市中央図書館 市原市立中央図書館

印西市立大森図書館 浦安市中央図書館 柏市立図書館 勝浦市立図書館

鎌ケ谷市立図書館 鴨川市立図書館 木更津市立図書館 山武市成東図書館

白井市立図書館 匝瑳市立八日市場図書館 袖ヶ浦市立中央図書館 館山市図書館

千葉市中央図書館 銚子市公正図書館 東金市立東金図書館 富里市立図書館

流山市立中央図書館 習志野市立大久保図書館 成田市立図書館 野田市立輿風図書館

船橋市中央図書館 松戸市立図書館 南房総市千倉図書館 茂原市立図書館

八街市立図書館 八千代市立大和田図書館 印旛村立図書館 大網白里町図書室

大多喜町立大多喜図書館天賞文庫 酒々井町立図書館 東庄町図書館 横芝光町立図書館

〔石川県〕
加賀市立中央図書館 金沢市立玉川図書館 かほく市立七塚図書館 小松市立図書館

珠洲市立中央図書館 七尾市立中央図書館 能美市立寺井図書館 白山市立松任図書館

輪島市立図書館 穴水町立図書館 内灘町立図書館 川北町立図書館

志賀町立図書館 津幡町立図書館 能登町立中央図書館 野々市町立図書館

宝達志水町立志雄図書館

〔兵庫県〕
相生市立図書館 明石市立図書館 赤穂市立図書館 朝来市和田山図書館

芦屋市立図書館 尼崎市立中央図書館 淡路市立津名図書館 伊丹市立図書館

小野市立図書館 加古川市立中央図書館 加西市立図書館 加東市中央図書館

川西市立中央図書館 神戸市立中央図書館 篠山市立中央図書館 三田市立図書館

宍粟市立図書館 洲本市立洲本図書館 宝塚市立中央図書館 たつの市立龍野図書館

豊岡市立図書館 西宮市立中央図書館 西脇市図書館 姫路市立城内図書館

三木市立図書館 南あわじ市三原図書館 いちかわ図書館 猪名川町立図書館

稲美町立図書館 佐用町立図書館 新温泉町立加藤文太郎記念図書館 太子町立図書館

多可町図書館 播磨町立図書館 福崎町立図書館

〔広島県〕
安芸高田市立吉田図書館 大竹市立図書館 尾道市立中央図書館 呉市中央図書館

庄原市立図書館 市立竹原書院図書館 はつかいち市民図書館 東広島市立中央図書館

広島市立中央図書館 福山市民図書館 府中市立図書館 三原市立中央図書館

三次市立図書館 海田町立図書館 熊野町立図書館 神石高原町シルトピアカレッジ図書館

世羅町世羅図書館

〔宮崎県〕
えびの市民図書館 串間市立図書館 小林市立図書館 西都市立図書館

日南市立図書館 延岡市立図書館 日向市立図書館 都城市立図書館

宮崎市立図書館 門川町立図書館 川南町立図書館 北郷町立図書館

高千穂町立図書館 町立高鍋図書館 都農町民図書館

〔沖縄県〕
石垣市立図書館 浦添市立図書館 うるま市立中央図書館 沖縄市立図書館

宜野湾市民図書館 豊見城市立中央図書館 那覇市立中央図書館 南城市立知念図書館

宮古島市立平良図書館 金武町立図書館 多良間村立図書館 北谷町立図書館

渡名喜村立中央図書館 西原町立図書館 本部町立図書館 読谷村立図書館
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〇 特に注釈のない限り、回答の数値は回答図書館数を示す。

なお、問２は、特に記述のない限り、調査対象に分館等を含めている。このため、

回答総数は合計３１３館（内訳：秋田県２８館、千葉県１０６館、石川県２８館、兵

庫県７８館、広島県３４館、宮崎県１５館、沖縄県２４館）である。

〔１〕 図書館の運営形態について

問１ 図書館の運営形態は何ですか。

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

図書館の専門的業務はすべて直営 12 32 15 23 12 9 14 117

図書館の専門的業務について一部は業務委託 2 2 1 6 2 2 1 16

図書館の専門的業務はすべて業務委託（管理業務等は直営） 0 0 0 1 2 3 0 6

指定管理者制度等によりすべて外部事業者が実施 0 0 0 2 1 1 0 4

その他 1 0 0 1 0 0 0 2

無回答 1 2 1 2 0 0 1 7

（注）図書館の専門的業務とは、資料の収集・保存業務、各種利用者サービス業務、都道

府県立図書館における市町村立図書館支援業務等を指し、施設の維持・管理、清掃等

や単純な図書館資料の搬送業務等は除く。

また、問２は、専門的業務に従事する人に、図書館の総務、会計等に従事する人を

加えた人を対象としている。

本調査では、司書及び司書補について、「司書等」としている。
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〔２〕図書館で働いている人の類型及び人数について

問２－１ 図書館で働いている地方公共団体職員について記入してください。

① 常勤職員（司書職）

② 常勤職員（事務職等）

③ 地方公務員法第２８条の４の規定に基づく再任用・再雇用職員

④ 地方公務員法第３条第３項第３号の規定に基づく非常勤（嘱託）職員

⑤ 地方公務員法第２２条第２項又は第５項の規定に基づく臨時職員

【常勤職員（司書職）】

○ 職員の人数

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

０人 ４ ２５ ５ ６ １３ ４ ３ ６０

１～５人 ８ ３５ １９ ４５ ６ ５ １６ １３４

６～１０人 ０ １４ ２ ６ １ １ １ ２５

１１～１５人 ０ ２ ０ ０ ０ ０ １ ３

１６～２０人 ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ２

２１～２５人 ０ ２ ０ ０ １ ０ ０ ３

２６～３０人 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １

無回答 １６ ２７ ２ ２０ １３ ４ ３ ８５

（注）「無回答」には、「不明」「把握していない」等の回答や該当者がいないために空欄にしたと考えら

れるものを含む。以下、問２の各表において同じ。
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【常勤職員（事務職等）】

○ 職員の人数

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書

０人 1 8 34 29 3 13 12 13 4 11 1 6 1 12 56 92

１～５人 22 11 54 30 20 4 29 21 19 12 8 3 17 5 169 86

６～１０人 1 0 6 6 0 0 10 2 2 0 2 0 3 0 24 8

１１～１５人 0 0 9 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 12 0

１６～２０人 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0

２１～２５人 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0

２６～３０人 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

無回答 4 4 1 6 3 5 26 4 7 0 4 1 3 3 48 23

（注）各右欄「司書」は、当該区分の職員のうち、司書等有資格者のみを集計した数値で、左欄で１人以

上の人数を回答した図書館を対象として集計した。以下、問２の各表において同じ。

○ 司書有資格者の割合

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

０％ 9(6) 63(15) 16(5) 25( 2) 15(10) 7(2) 13(3) 148(43)

１～２５％ 1 11( 1) 3 9( 3) 3 1 2(1) 30( 5)

２６～５０％ 7(7) 13( 9) 1 7( 2) 7( 7) 1(1) 2(1) 38(27)

５１～７５％ 0 5( 4) 0 2( 2) 0 0 0 7( 6)

７６～１００％ 3(3) 7( 6) 0 5( 3) 2( 2) 1(1) 1 19(15)

無回答 8(4) 7(17) 8(2) 30(14) 7( 7) 5(4) 6(1) 71(49)

（注）上表「職員の人数」において、１人以上の人数を回答した図書館を対象として集計した。以下、

問２の各表において同じ。

（注）（ ）は、常勤司書職がいない図書館（「常勤職員（司書職）」の回答で「０人」と回答した図書館

及び無回答の図書館の合計）の状況を集計した数値である。



- 4 -

【地方公務員法第２８条の４の規定に基づく再任用・再雇用職員】

○ 職員の人数

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書

０人 10 0 86 10 17 1 36 2 21 0 7 1 10 0 187 14

１～５人 0 0 12 2 1 0 3 1 0 0 1 0 0 0 17 3

６～１０人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

無回答 18 0 8 0 10 0 39 0 13 0 7 0 14 0 109 0

○ 司書等有資格者の割合

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

０％ 0 10 1 2 0 1 0 14

１～２５％ 0 0 0 0 0 0 0 0

２６～５０％ 0 2 0 1 0 0 0 3

５１～７５％ 0 0 0 0 0 0 0 0

７６～１００％ 0 0 0 0 0 0 0 0

無回答 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 一人・週当たり平均勤務時間

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

１６時間以下 0 3 0 0 0 1 0 4

１７～２４時間 0 4 0 0 0 0 0 4

２５～３２時間 0 0 0 3 0 0 0 3

３３～４０時間 0 5 0 0 0 0 0 5

４０時間超 0 0 0 0 0 0 0 0

無回答 0 0 1 0 0 0 0 1

〇 職員の雇用契約期間と最長雇用期間（市町村毎の集計）

契約 契約更新等による
・ 秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

期間 実質的雇用最長期間

１２ヶ月・１２ヶ月 0 1 0 2 0 0 0 3

１２ヶ月・２４ヶ月 0 1 0 0 0 0 0 1

１２ヶ月・３６ヶ月 0 3 0 0 0 0 0 3

１２ヶ月・無回答 0 0 1 0 0 0 0 1

１２ヶ月・未定 0 0 0 1 0 0 0 1

無回答 0 0 0 0 0 1 0 1

○ 契約更新制限のない職員は、すべての図書館で１人もいなかった
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【地方公務員法第３条第３項第３号の規定に基づく非常勤（嘱託）職員】

○ 職員の人数

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書

０人 7 1 48 3 6 5 21 3 2 8 5 1 6 0 95 21

１～５人 4 3 35 19 11 9 15 12 23 14 2 1 11 12 101 70

６～１０人 1 1 5 2 2 0 4 4 1 1 1 1 3 2 17 11

１１～１５人 0 0 3 1 1 0 2 2 0 0 0 0 0 0 6 3

１６～２０人 0 0 2 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 3 2

２１～２５人 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

２６～３０人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

３１～３５人 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

３６～４０人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

４１～４５人 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

４６～５０人 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

無回答 16 0 7 24 8 0 35 0 8 1 7 0 4 0 85 25

○ 司書等有資格者の割合

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

０％ 1 3 5 3 8 1 0 21

１～２５％ 0 8 3 0 0 0 0 11

２６～５０％ 1 4 2 1 1 0 1 10

５１～７５％ 0 2 0 2 3 0 3 10

７６～１００％ 3 10 4 16 11 2 10 56

無回答 0 24 0 0 1 0 0 25

○ 一人・週当たり平均勤務時間

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

１６時間以下 0 5 5 4 3 2 1 20

１７～２４時間 0 37 1 0 1 0 0 39

２５～３２時間 2 5 2 14 18 1 9 51

３３～４０時間 1 1 5 3 2 0 3 15

４０時間超 0 3 0 0 0 0 0 3

無回答 2 0 1 1 0 0 1 5
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〇 職員の雇用契約期間と最長雇用期間（市町村毎の集計）

契約 契約更新等による
・ 秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

期間 実質的雇用最長期間

１ヶ月・５ヶ月 0 0 1 0 0 0 0 1

１ヶ月・２４ヶ月 0 0 0 1 0 0 0 1

１ヶ月・無回答 0 0 0 0 1 0 0 1

６ヶ月・１２ヶ月 0 2 0 0 0 1 0 3

６ヶ月・２４ヶ月 0 0 1 0 0 1 0 2

６ヶ月・６０ヶ月 0 0 1 0 0 0 0 1

６ヶ月・１０５ヶ月 0 0 1 0 0 0 0 1

１１ヶ月・５５ヶ月 0 0 0 0 0 1 0 1

１２ヶ月・１２ヶ月 0 4 1 3 1 0 0 9

１２ヶ月・１７ヶ月 0 0 0 1 0 0 0 1

１２ヶ月・２４ヶ月 0 0 0 1 0 0 0 1

１２ヶ月・３６ヶ月 0 2 0 3 1 0 4 10

１２ヶ月・３９ヶ月 0 0 1 0 0 0 0 1

１２ヶ月・４８ヶ月 0 0 0 0 0 0 1 1

１２ヶ月・６０ヶ月 0 1 1 0 1 1 2 6

１２ヶ月・６３ヶ月 0 0 1 0 0 0 0 1

１２ヶ月・１２０ヶ月 0 0 0 0 1 0 0 1

１２ヶ月・１６８ヶ月 0 0 0 1 0 0 0 1

１２ヶ月・１８０ヶ月 0 0 0 1 0 0 0 1

１２ヶ月・１８３ヶ月 0 0 0 0 1 0 0 1

１２ヶ月・２２８ヶ月 0 1 0 0 0 0 0 1

１２ヶ月・期限なし 0 1 0 0 0 0 0 1

１２ヶ月・無回答 3 2 1 2 0 0 0 8

２４ヶ月・無回答 0 0 0 0 2 0 0 2

３６ヶ月・無回答 0 0 0 0 0 1 0 1

４８ヶ月・４８ヶ月 0 0 0 0 1 0 0 1

無回答・該当なし 0 2 0 1 3 0 0 6

○ 契約更新制限のない職員の有無

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書

０人 0 0 35 35 8 10 5 7 10 15 1 1 10 10 69 78

１～５人 2 2 1 1 3 1 2 2 5 1 0 0 0 0 13 7

６～１０人 1 1 0 1 0 0 3 3 0 0 0 0 0 0 4 5

１１人～ 0 0 1 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 3 2

無回答 2 2 14 14 3 3 11 9 9 8 2 2 4 4 45 42
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【地方公務員法第２２条第２項又は第５項の規定に基づく臨時職員】

○ 職員の人数

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書

０人 2 4 45 28 10 7 4 8 3 8 1 5 1 3 66 63

１～５人 15 12 36 17 15 4 32 16 18 11 8 3 7 7 131 70

６～１０人 6 0 11 2 0 0 9 6 2 2 0 0 4 2 32 12

１１～１５人 1 0 2 0 0 0 3 1 1 0 0 0 2 1 9 2

１６～２０人 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 2 0

２１～２５人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

２６～３０人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

３１～３５人 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

無回答 4 6 11 3 3 4 29 14 9 1 6 0 10 0 72 28

○ 司書等有資格者の割合

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

０％ 10 28 7 8 8 5 3 69

１～２５％ 4 4 0 1 1 0 1 11

２６～５０％ 5 7 2 2 7 1 1 25

５１～７５％ 0 2 1 5 2 0 2 12

７６～１００％ 3 6 1 15 3 2 6 36

無回答 0 3 4 14 1 0 0 28

○ 一人・週当たり平均勤務時間

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

１６時間以下 3 25 8 17 0 4 3 60

１７～２４時間 3 3 2 2 2 0 1 13

２５～３２時間 4 4 1 8 1 2 1 21

３３～４０時間 11 11 4 7 18 2 5 58

４０時間超 0 0 0 0 0 0 0 0

無回答 1 7 0 11 1 0 3 29
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〇 職員の雇用契約期間と最長雇用期間（市町村毎の集計）

契約 契約更新等による
・ 秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

期間 実質的雇用最長期間

１ヶ月・２ヶ月 0 0 0 1 0 0 0 1

２ヶ月・６ヶ月 0 0 0 0 2 0 0 2

２ヶ月・１２ヶ月 0 0 0 1 1 0 0 2

２ヶ月・無回答 0 1 0 0 0 0 0 1

３ヶ月・３ヶ月 0 2 0 0 0 0 0 2

３ヶ月・６ヶ月 0 0 0 0 0 1 0 1

３ヶ月・定めなし 0 0 0 0 0 0 1 1

４ヶ月・無回答 0 0 0 0 0 1 0 1

６ヶ月・６ヶ月 0 2 2 3 1 0 2 10

６ヶ月・１２ヶ月 2 6 2 11 6 2 5 34

６ヶ月・１７ヶ月 0 0 0 1 0 0 0 1

６ヶ月・２２ヶ月 1 0 0 0 0 0 0 1

６ヶ月・２４ヶ月 2 0 1 0 0 0 2 5

６ヶ月・３０ヶ月 0 0 0 0 0 0 1 1

６ヶ月・３６ヶ月 0 3 1 1 0 0 0 5

６ヶ月・４８ヶ月 0 0 1 0 0 0 0 1

６ヶ月・６０ヶ月 0 1 0 1 0 0 0 2

６ヶ月・１３５ヶ月 0 0 1 0 0 0 0 1

６ヶ月・１８０ヶ月 0 1 0 0 0 0 0 1

６ヶ月・２２８ヶ月 0 0 0 1 0 0 0 1

６ヶ月・無回答 3 2 0 2 1 0 0 8

１１ヶ月・１１ヶ月 0 0 0 0 0 1 0 1

１２ヶ月・１２ヶ月 0 0 1 0 0 0 0 1

１２ヶ月・３６ヶ月 0 0 0 0 0 1 0 1

１２ヶ月・６０ヶ月 0 1 0 0 0 0 0 1

１２ヶ月・無回答 2 2 0 0 0 2 0 6

１５ヶ月・１５ヶ月 0 0 0 1 0 0 0 1

無回答 0 2 1 1 1 0 0 5

○ 契約更新制限のない職員の有無

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書

いない 7 8 39 40 9 10 18 19 10 14 5 7 7 9 95 107

１～５人 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 2 1 4 2

６～１０人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

無回答 15 14 11 10 6 5 26 25 11 7 3 1 4 3 76 65
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問２－２ 図書館で働く外部事業者の社員（職員）について記入してください。

⑥ 当該事業者の終身雇用の正社員

⑦ 当該事業者の正社員で雇用期間の定めのある人

⑧ 当該事業者にアルバイト・パート等で雇用されている人

【終身雇用の正社員】

○ 社員・職員の人数

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書

いない 6 0 58 0 17 0 30 0 15 0 8 0 13 0 147 0

１～５人 0 0 1 1 0 0 13 4 0 0 0 0 0 0 14 5
い

６～１０人 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
る

１１～１５人 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

無回答 22 0 47 0 11 0 34 9 19 0 7 0 11 0 151 9

○ 司書等有資格者の割合

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

０％ 0 0 0 0 0 0 0 0

１～２５％ 0 0 0 1 0 0 0 1

２６～５０％ 0 0 0 0 0 0 0 0

５１～７５％ 0 0 0 0 0 0 0 0

７６～１００％ 0 1 0 4 0 0 0 5

無回答・該当者なし 0 0 0 9 0 0 0 9
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【正社員で雇用期間の定めのある人】

○ 社員・職員の人数

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書

いない 6 0 55 1 16 1 30 0 8 0 8 0 13 0 136 2

１～ ５人 0 0 1 1 1 0 5 5 0 0 0 0 0 0 7 6

い ６～１０人 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 2 2

る １１～１５人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

１６～２０人 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

無回答 22 0 49 0 11 0 42 0 25 0 7 0 11 0 167 0

○ 司書等有資格者の割合

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

０％ 0 1 1 0 0 0 0 2

１～２５％ 0 1 0 0 0 0 0 1

２６～５０％ 0 0 0 0 0 0 0 0

５１～７５％ 0 0 0 0 0 0 0 0

７６～１００％ 0 0 0 6 1 0 0 7

無回答 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 一人・週当たり平均勤務時間

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

１６時間以下 0 0 0 0 0 0 0 0

１７～２４時間 0 1 0 1 0 0 0 2

２５～３２時間 0 1 0 0 0 0 0 1

３３～４０時間 0 0 1 0 1 0 0 2

４０時間超 0 0 0 0 0 0 0 0

無回答 0 0 0 5 0 0 0 5



- 11 -

【アルバイト・パート等】

○ 社員・職員の人数

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書

いない 6 1 53 4 14 3 24 3 8 3 5 1 13 0 123 15

１～ ５人 1 1 2 0 2 0 13 7 4 2 2 2 0 0 24 12

い ６～１０人 1 0 2 1 1 0 4 3 1 0 1 0 0 0 10 4

１１～１５人 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1
る

１６～２０人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

２１～３０人 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

無回答 20 0 47 0 11 0 36 5 21 0 7 0 11 0 153 5

○ 司書等有資格者の割合

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

０％ 1 4 3 3 3 1 0 15

１～２５％ 0 0 0 1 2 0 0 3

２６～５０％ 1 2 0 0 0 1 0 4

５１～７５％ 0 0 0 6 0 0 0 6

７６～１００％ 0 0 0 3 0 1 0 4

無回答 0 0 0 5 0 0 0 5

○ 一人・週当たり平均勤務時間

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

１６時間以下 2 3 3 0 1 1 0 10

１７～２４時間 0 1 0 3 3 0 0 7

２５～３２時間 0 1 0 1 0 0 0 2

３３～４０時間 0 0 0 6 1 1 0 8

４０時間超 0 1 0 0 0 0 0 1

無回答 0 0 0 8 0 1 0 9
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問２－３ 図書館に労働者派遣法に基づく派遣労働者はいますか。

問２－４ 図書館ボランティアはいますか。

問２－５ 上記以外に図書館で働いてる人はいますか

【派遣労働者】

○ 社員・職員の人数

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書

いない 25 0 79 0 22 0 65 0 26 0 11 0 21 0 249 0

１～ ５人 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

い ６～１０人 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

１１～１５人 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
る

１６～２０人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

２１～３０人 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

無回答 3 0 27 0 3 0 13 0 8 0 4 0 3 0 61 0

○ 司書等有資格者の割合

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

０％ 0 0 0 0 0 0 0 0

１～２５％ 0 0 0 0 0 0 0 0

２６～５０％ 0 0 0 0 0 0 0 0

５１～７５％ 0 0 1 0 0 0 0 1

７６～１００％ 0 0 2 0 0 0 0 2

無回答 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 一人・週当たり平均勤務時間

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

１６時間以下 0 0 0 0 0 0 0 0

１７～２４時間 0 0 0 0 0 0 0 0

２５～３２時間 0 0 1 0 0 0 0 1

３３～４０時間 0 0 1 0 0 0 0 1

４０時間超 0 0 1 0 0 0 0 1

無回答 0 0 0 0 0 0 0 0
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【図書館ボランティア】

○ ボランティアの人数

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書

いない 17 2 68 5 19 3 49 3 25 1 7 2 12 6 197 22

１～ ５人 2 0 1 1 2 0 3 2 0 0 1 0 4 1 13 4

６～１０人 1 0 1 0 1 0 3 0 0 0 0 0 1 0 7 0
い

１１～１５人 2 0 3 0 0 0 3 1 1 0 1 0 2 0 12 1

１６～２０人 1 0 1 0 0 0 3 0 0 0 0 0 1 0 6 0
る

２１～３０人 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 0 0 1 0 6 0

３１～４０人 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 3 0

４１～５０人 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

５０人以上 1 0 3 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 8 0

無回答 3 6 27 5 2 4 12 11 8 0 5 1 3 2 60 29

○ 司書等有資格者の割合

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

０％ 2 5 3 3 1 2 6 22

１～２５％ 0 1 0 1 0 0 1 3

２６～５０％ 0 0 0 2 0 0 0 2

５１～７５％ 0 0 0 0 0 0 0 0

７６～１００％ 0 0 0 0 0 0 0 0

無回答 6 5 4 11 0 1 2 29

○ 一人・週当たり平均勤務時間

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

１６時間以下 2 3 2 12 0 1 8 28

１７～２４時間 0 0 0 0 0 0 0 0

２５～３２時間 0 0 0 0 0 0 0 0

３３～４０時間 0 0 0 0 0 0 0 0

４０時間超 0 1 0 0 0 0 0 1

無回答 6 7 5 5 1 2 1 27
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【その他の人】

○ その他の人の人数

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書 司書

いない 21 3 57 7 24 2 61 4 24 1 8 1 18 0 213 18

１～ ５人 3 0 6 3 1 0 5 0 2 0 2 0 2 2 21 5

６～１０人 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 2
い

１１～１５人 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

１６～２０人 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0
る

２１～３０人 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0

３１～４０人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

４１～５０人 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

５１人以上 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

無回答 4 0 32 5 2 0 12 1 8 1 5 1 3 0 66 8

○ 司書等有資格者の割合

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

０％ 0 7 2 4 1 1 0 15

１～２５％ 0 1 0 0 0 0 0 1

２６～５０％ 0 2 0 0 0 0 1 3

５１～７５％ 0 1 0 0 0 0 0 1

７６～１００％ 0 1 0 0 0 0 2 3

無回答 3 5 0 1 1 1 0 11

○ 一人・週当たり平均勤務時間

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

１６時間以下 0 0 0 0 0 0 0 0

１７～２４時間 0 0 0 0 0 0 0 0

２５～３２時間 0 0 0 0 0 0 0 0

３３～４０時間 0 0 0 0 0 0 0 0

４０時間超 0 0 0 0 0 0 0 0

無回答 3 17 2 5 2 2 3 34
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〔３〕図書館に勤務する常勤職員の採用及び任命について

問３－１ 司書等について、専門職としての任命がありますか。

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

ア ある 2 18 7 12 2 1 7 ４９

イ 制度はあるが、現在、任命されている職員はいない 1 2 1 0 0 0 1 ５

ウ ない（過去にもなかった、確認できる限り過去にもなかった） 9 13 7 16 9 9 5 ６８

エ 過去にあったが、現在は廃止された 2 3 1 3 1 1 1 １２

オ その他 0 0 0 0 1 0 1 ２

無回答 2 0 1 4 4 4 1 １６

○「その他」の具体的な回答

・事務職員が司書兼務の辞令を受けている

・司書有資格が採用要件であるが、職名は一般行政職である

問３－２ 問 3-1 で「ア」と回答した図書館にお聞きします。過去の採用等の実績を

記入してください。

○ 過去１０年間における司書等の専門職としての採用者数（事務職からの異動を含む）

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計 秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

１人 0 4 0 3 0 0 1 8 ４人 1 0 0 1 0 0 1 3

２人 0 3 1 2 2 0 0 8 ５人 0 0 1 0 0 0 0 1

３人 1 4 0 1 0 0 1 7 ６人 0 0 0 1 0 0 0 1

無回答 0 7 5 4 0 1 4 21

○ 司書等の専門職としての採用があった最終年（事務職からの異動を含む）

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計 秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

平成２０年 0 1 0 0 0 0 0 1 平成 9 年 0 1 1 1 0 0 0 3

１９年 0 1 0 1 2 0 2 6 ８年 0 0 0 1 0 0 0 1

１８年 0 2 2 0 0 0 0 4 ７年 0 1 1 0 0 0 0 2

１７年 0 1 0 0 0 0 1 2 ６年 0 2 0 1 0 0 0 3

１６年 0 1 1 1 0 0 0 3 ３年 0 0 0 1 0 0 1 2

１５年 1 1 0 0 0 0 0 2 ２年 0 1 0 0 0 0 0 1

１４年 0 1 0 0 0 0 0 1 昭和５８年 0 0 0 1 0 0 0 1

１３年 0 0 0 1 0 0 0 1 ５７年 0 1 0 0 0 0 0 1

１０年 0 2 0 2 0 0 0 4 ５１年 0 0 0 0 0 1 0 1

無回答 1 2 2 2 0 0 3 10
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問３－３ 問 3-1 で「ア」と回答した図書館にお聞きします。公立図書館以外で、司

書等の専門職が配置されている勤務先はありますか。

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

ア 公立学校 1 1 3 1 0 1 8 １５

イ 公民館 0 1 0 0 0 0 1 ２

ウ 博物館 0 2 0 0 0 0 0 ２

エ 試験研究機関 0 0 0 0 1 0 0 １

オ その他 0 0 2 1 1 0 0 ５

無回答（「なし」を含む） 1 14 3 10 0 0 0 ２８

（注）問 3-1 で「オ」と回答した図書館からも回答があった（沖縄県１館）

（注）「ア」には公立大学（３市）の回答を含む。

〇「その他」の具体的な回答

・教育委員会３名（生涯学習課、学校指導課、国際文化課）

○ 複数回答（集計上は両方に計上している）

・「イ」「ウ」（千葉県）

・「ア」「オ」（石川県）

・「ア」「イ」（沖縄県）

○ 配置されている施設数と職員数

・公民館に社会教育主事として、博物館に学芸員として（人数は不明）

・高校１校１名、小中学校２９校２９名（嘱託）、空と子ども絵本館１名（臨時）

・公立小学校１０名、中学校１名

・２７施設（公立学校）に合計で１２名

・１名が町内３小学校を時間帯を分けて勤務している

・公立学校２施設に１０名と公立大学（人数は不明）

・小学校（正職員４名、臨時職員４名）、中学校（正規職員２名、臨時職員２名）

・小学校３校と中学校１校（２名は正職員、２名は嘱託職員）

・小学校４名、中学校２名（嘱託職員）

・小学校２校に１名

・２３校に１９名

・１３校に９名

・町内小中学校に司書の配置されている学校はあるが、図書館からの出向ではない
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問３－４ 図書館の専門的業務を行う職員の採用はどのようになっていますか。地方

公共団体または図書館としての方針を、具体的な方針等がない場合は過去５年間

程度の実績等を踏まえ回答してください。

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

図書館職員としての募集・採用試験がある 0 5 1 6 1 2 2 １７

図書館職員としての募集がある。一般行政職と同じ一

次試験（筆記試験等）を行い、二次試験（面接や専門 1 2 2 6 0 0 1 １２
分野の筆記試験等）で図書館学に関する出題がある

一般行政職としての採用者の中から、本人の希望を確 2 8 9 5 1 3 6 ３４
認しつつ、司書有資格者を優先的に図書館に配置する

一般行政職の採用者の中から図書館に配置されるが、 9 17 3 9 10 5 4 ５７
司書資格の有無、本人の希望等は考慮されない

その他 1 3 1 3 0 1 1 １０

無回答 3 1 1 6 5 4 2 ２２

○「その他」の具体的な回答

・過去５年間に図書館職員の新規募集がなく、一般行政職採用者から図書館への配属も

なかった

・図書館職員としての募集があるが、一般行政職と同じ試験を行う
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問３－５ 図書館の専門的業務を行う職員を新規に採用する場合、採用までの時点で

図書館は選考に加わりますか。

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

募集、試験問題作成、面接、選考等に図書館が関与する 0 0 0 3 0 1 0 ４

図書館長や図書館職員が選考委員等の一員となって採 0 0 1 4 0 1 0 ６
用手続に参画する

あらかじめ図書館の希望を採用担当部局に提示してお 1 4 3 3 0 0 1 １２
き、その方針に基づき採用担当部局が実施する

図書館は採用担当部局に採用したい人材の能力等を提示する 0 5 3 3 0 0 0 １１
機会があるが、図書館の意向がどの程度反映されるかは不明

（又は、図書館の意向はあまり反映されない）

通常の定員要求等の手順があるのみで、採用者や異動による 10 22 6 13 12 7 9 ７９
補充となるかなどは、異動時期の直前まで不明である

その他 1 3 2 3 0 2 4 １５

無回答 4 2 2 6 5 4 2 ２５

○「その他」の具体的な回答

・人事や選考に関して図書館は一切関われない ４

・面接でのみ関与する

○ 複数回答（集計上は両方に計上している）

・「エ」「オ」（兵庫県）
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〔４〕常勤職員の図書館と外部機関との間の異動について

問４－１ 図書館の専門的業務に従事している職員の異動はどのようになっています

か。過去１０年程度の実績の説明としてもっともあてはまるものを選択してくだ

さい。①専門職として任命された職員、②司書資格を有しているが専門職として

は任命されていない職員、について回答してください。（専門職としての任命の

ない図書館については、②のみ回答してください。）

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

ア 本人の希望がない限り、退職までの間、原則として図書 0 8 1 7 2 0 4 ２２
館（問３－３の各施設や人事交流等による隣接自治体の図書館等を含む）に勤務する 1 1 0 2 0 0 1 ５

イ 管理職登用などの節目に図書館外に異動する場合 0 0 0 1 0 0 0 １
がある（一定の職務経験後に図書館の管理職となる） 0 0 0 0 0 0 0 ０

ウ 管理職登用などの節目に図書館外に異動する場合 0 4 2 0 0 0 0 ６
がある（管理職となった後は一般行政職と同じ扱いとなり、図書館に復帰する保証はなくなる） 0 1 1 0 0 1 1 ４

エ 一定の勤務期間を経過したら図書館外に異動する 0 0 1 0 0 0 0 １
ことが通例である（一定の職務経験後は図書館に復帰する） 0 3 0 1 0 1 0 ５

オ 一定の勤務期間を経過したら図書館外に異動する 1 0 1 0 0 0 1 ３
ことが通例である（一般行政職と同じ扱いとなり、図書館に復帰する保証はなくなる） 0 6 2 2 0 1 2 １３

カ 図書館外への異動も普通にある（一般行政職と同 1 4 1 2 0 1 1 １０
じ扱いである） 13 16 8 12 10 6 4 ６９

キ その他 0 2 1 2 0 0 1 ６
0 2 0 3 0 1 0 ６

無回答 0 0 0 0 0 0 0 ０
2 7 6 15 7 5 8 ５０

（注）上段は、「① 専門職として任命された職員」、下段は、「② 司書資格を有している

が専門職としては任命されていない職員」の数値である。

（注）①は問 3-1 で「ア」と回答した図書館、②は調査対象の全図書館を集計対象とした。

○「その他」の具体的な回答

・少数であるが、一般行政職業務への異動がある

・通常の異動により配属されるが、有資格者であり面接試験を実施する



- 20 -

問４－２ 常勤地方公共団体職員の、図書館外から図書館への異動はどのようになっ

ていますか。過去５年間程度の実績の説明としてもっともあてはまるものを選択

してください。

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

司書資格を有する人で図書館勤務を希望する人が異動 0 0 3 1 0 0 0 ４
する

司書資格を有する人が異動するが、本人の希望は、あ 0 1 3 2 0 1 3 １０
まり考慮されない

司書資格の有無に関係なく異動があるが、司書資格取 3 3 1 2 0 0 0 ９
得の機会が与えられる（講習への派遣や通信教育受講費の補助制度等がある）

司書資格の有無に関係なく異動があるが、司書資格取 11 27 8 17 12 9 9 ９３
得の機会はない

その他 1 4 1 6 1 1 2 １６

無回答 1 1 1 7 4 4 2 ２０

○「その他」の具体的な回答

・図書館開館から間もないため図書館外への異動実績はない
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〔５〕非常勤（嘱託）職員や臨時職員の採用について

問５－１ 非常勤（嘱託）職員や臨時職員の採用はどのようになっていますか。

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

ア 募集や選考を図書館が行う 2 21 2 8 7 3 3 ４６

イ 募集や選考を教育委員会が行う 1 2 4 5 2 2 2 １８

ウ 募集や選考を教育委員会が行うが、図書館の希望 3 2 3 4 1 1 7 ２１
は一定程度、反映される

エ 募集や選考を首長部局が行う 3 2 2 6 1 1 0 １５

オ 募集や選考を首長部局が行うが、図書館の希望は 4 3 4 8 3 4 1 ２７
一定程度、反映される

カ その他 2 3 1 0 1 1 1 ９

無回答 1 3 1 4 3 4 2 １８

○「その他」の具体的な回答

・首長部局に登録されている人の中から教育委員会が選考を行う

・募集は首長部局が行うが、選考は図書館が実施（司書等有資格者で必要に応じ面接及

び書類選考）

・臨時職員は教育委員会が募集し図書館が選考するが、嘱託職員は募集も選考も図書館

が実施する

・嘱託職員の採用はない

・カウンター業務の民間委託を行っており、臨時職員等の採用はない

○ 複数回答（集計上は両方に計上している）

・嘱託職員は「ア」、臨時職員は「カ」で、市役所に登録している人の中で司書資格の

ある人を対象に履歴書を提出してもらい選考する（広島県）

・嘱託職員は「イ」、臨時職員は「オ」（宮崎県）
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問５－２ 採用の際に試験等は実施しますか。

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

ア 図書館学に関する筆記試験を行う（筆記及び面接 0 0 0 7 0 0 0 ７
の両方を行う場合を含む）

イ 図書館学に関する口答試験、面接等を行う 3 2 3 6 3 1 0 １８

ウ 履歴書等で図書館学に関する知識の有無を判断する 3 4 3 5 4 1 9 ２９

エ 図書館学に関する知識は問わない 5 19 7 9 6 6 1 ５３

オ その他 3 7 2 3 1 3 4 ２３

無回答 2 4 2 5 3 4 2 ２２

○「その他」の具体的な回答

・市が実施する採用試験によっている

・市の規定による願書のほか、一次審査で小論文等を行い、二次審査で面接と実技（書

庫出納）を行う

・採用は司書有資格が要件であるが、図書館学に関する問は出題していない（書類選考

及び面接を行っている）

・司書有資格が要件で面接のみ実施

・面接のみ実施する

・採用時の館長及び面接担当者の判断によっている

・委託職員については図書館学の知識を評価するが、臨時職員については有資格者を採

用しているが人柄中心（いずれも面接のみ実施）



- 23 -

問５－３ 選考にあたっての図書館学に関する知識とそれ以外の条件（面接での態度

や図書館以外での職歴、人柄など）との評価割合はどうなっていますか。

秋田 千葉 石川 兵庫 広島 宮崎 沖縄 合計

ア 図書館学に関する一定の知識を持っていることが 0 2 0 3 1 1 3 １０
採用の必要要件

イ 図書館学に関する知識を持っていることは採用で 2 0 1 3 2 0 4 １２
きわめて重要な評価点

ウ 図書館学に関する知識も評価するが、人柄などの 2 6 5 8 6 2 4 ３３
方が重要な評価点

エ 人柄などの評価が中心であり、図書館学に関する 5 20 6 10 4 7 1 ５３
知識については、あれば望ましい、という程度

オ 採用する時によって異なる（採用する職員ごとに具体的な担当業務が決ま 2 1 3 3 0 1 1 １１
っており、その業務に応じて評価することになっている）

カ その他 3 3 1 1 0 0 1 ９

無回答 2 5 1 7 4 4 2 ２５

○「その他」の具体的な回答

・選考は首長部局が実施するため詳細は不明

○ 複数回答（集計上は両方に計上している）

・有資格者は「ウ」であり、資格のない者は「エ」である（千葉県）

〇 その他、職員の採用や任命に関して課題となっていることがありましたら、自由

記入欄に記入してください。

・夜間、土曜日、休日等の勤務があることが採用を困難にしている

・館長が兼務であったり、司書資格のない一般職員が配置されるなど図書館現場の理解が

進んでいない

・専門職として認められていないので、嘱託職員の出入りが多い
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〔６〕図書館業務の実施状況について

問６－１ A ～ N の業務（次ページ参照）は、(1)～(5)のどの人が担当していますか。

業務の分担として、もっとも当てはまる状況を、ア～オからそれぞれ選択して回

答してください。

【図書館勤務者の分類】

(1) 常勤職員

(2) 再雇用職員、非常勤（嘱託）職員、臨時職員

(3) 業務委託先の職員（社員）、派遣社員等

(4) 図書館ボランティア

(5) その他

【業務分担の分類】

ア 当該業務の全体を実施する。（下記の「イ」及び「ウ」の業務の両方を行う。）

イ 当該業務の責任者・調整役等の立場で、方針策定・基本的ルールの決定・企画立案・例外事象に

対する判断等を実施を行う。（現場での実務は行わない。）

ウ （「イ」の人の指示により）当該業務の現場での実務・サービスの実施・個別の書類や資料の作成

等を中心となって行う

エ 「ウ」の人を支援する立場で現場での作業等の補助的な業務（講習会の会場整理を含む）を行う

オ 当該業務は担当していない

問６－２ 問 6-1 各業務について、業務の実施状況はどうですか。

ア 業務は適切に運営されている

イ 担当する職員の状況に比べて業務量が多く、業務が滞る場合がある

ウ 業務内容に専門的な知識が必要な場合があり、担当職員の専門性の不足を感じ

る場合がある

エ 業務分担が不明確・不適切などで、業務が適切に実施されない場合がある

オ 業務の内容や結果について評価や分析は行っていない

カ その他

〇「その他」の具体的な回答及び自由記入

・情報検索講習会等（業務の N）は、現在のところ実施していない １０

・講座や講習会は、職員不足と予算計上の難しさから実施が困難

・少人数のため、特に分担を定めず、すべての業務をすべての職員が実施している

・嘱託職員は正規職員とまったく同じ仕事をしている
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【合計】

（１）常勤職員 （２）再雇用職員等 （３）委託先の職員 （４）ボランティア （５）その他 問６－２

ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ カ

Ａ 図書館規則の制定、改正 105 16 0 0 1 3 0 1 0 50 1 0 0 0 17 0 0 0 0 22 2 0 0 1 10 88 7 7 0 7 2
等 22 5 1 1 1

Ｂ 図書館の基本計画、サー 105 15 1 0 1 3 2 4 2 48 0 0 0 0 17 0 0 0 0 23 2 0 0 1 10 71 13 9 2 10 2
ビス計画の策定等 28 3 1 1 2 2 1

Ｃ 図書館広報の実施（自治体広 94 13 11 0 0 5 4 23 13 30 0 0 3 0 15 0 0 2 1 21 2 0 1 1 9 87 9 1 2 10 0
報への原稿掲載や視察対応等も含む） 29 1 7 2 3 6 4 1

Ｄ 図書館資料の選定、購入 97 9 12 0 0 9 6 26 9 29 0 0 4 1 15 0 0 0 0 23 2 1 0 1 9 73 15 17 1 4 0
51 2 10 4 4 11 3 1 1

Ｅ 納入された資料の確認、 77 22 11 1 1 13 3 51 21 9 1 0 9 2 11 0 0 0 3 20 1 1 3 1 7 82 21 1 2 3 0
装備や目録の作成・登録 32 8 10 1 7 1 21 5 1 1

Ｆ 新着本、返却本などの日 75 19 12 1 1 18 4 57 21 3 2 1 8 3 8 1 0 3 14 11 3 0 2 1 6 83 22 0 1 3 0
常的な排架や書架整理 24 10 6 8 1 19 4 2

Ｇ カウンターでの貸出手続 81 15 13 1 1 23 5 53 21 3 3 1 8 2 10 0 0 3 1 21 3 0 2 2 6 93 8 5 1 3 0
き 28 6 6 7 2 15 8 1 1

Ｈ 読書相談・読書案内・館 93 12 10 1 0 14 2 45 21 9 1 0 6 3 10 0 0 1 1 21 2 0 1 3 7 67 14 17 3 9 0
内案内 38 3 7 1 7 1 11 5 1 1

Ｉ レファレンスサービス 97 10 11 0 0 17 4 38 18 12 0 0 5 2 13 0 0 1 0 22 1 1 1 3 8 57 11 34 2 6 0
47 4 8 11 3 16 5 1 1

Ｊ 相互貸借の受付、他図書 86 12 12 1 1 13 4 39 11 18 0 0 4 0 15 0 0 0 0 23 3 0 0 2 9 86 15 3 2 3 0
館への依頼 39 4 7 1 8 3 15 4

Ｋ 学校、児童館等と連携して 89 14 7 0 3 7 2 32 15 19 0 0 3 1 16 1 0 2 3 18 2 1 0 1 9 61 19 4 8 9 4
行う図書館サービスの実施 35 9 5 1 3 2 11 5 1

Ｌ 図書館が主催する講座、 100 9 6 0 2 9 3 25 24 13 0 0 3 0 16 1 0 1 6 16 3 0 0 2 8 73 14 4 4 9 1
研修会、展示会等の実施 35 3 4 1 5 3 8 6

Ｍ 図書館が主催するお話会 85 14 9 0 4 11 3 35 20 13 1 0 3 0 16 3 1 16 14 9 3 0 0 2 8 86 10 5 3 4 0
等の子ども向け行事の実施 36 6 4 1 6 3 14 4 2

Ｎ 図書館が主催する情報検索講習会、インターネッ 50 5 4 0 20 3 0 8 9 25 0 0 0 0 11 0 0 1 1 12 3 0 0 1 9 34 6 6 5 9 11
ト利用講習会など、情報関連の行事の実施 11 3 1 2 1

（注）各欄の下段の斜字体の数字は、司書等の資格を有する人が中心となって当該業務を行っていると回答した図書館数である。
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【秋田県】

（１）常勤職員 （２）再雇用職員等 （３）委託先の職員 （４）ボランティア （５）その他 問６－２

ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ カ

Ａ 図書館規則の制定、改正 8 3 0 0 0 0 0 0 0 7 0 0 0 0 2 0 0 0 0 3 1 0 0 0 0 12 0 0 0 1 0
等 1

Ｂ 図書館の基本計画、サー 8 3 0 0 0 0 0 0 0 7 0 0 0 0 2 0 0 0 0 3 1 0 0 0 0 10 0 1 1 1 0
ビス計画の策定等 1

Ｃ 図書館広報の実施（自治体広 7 2 1 0 0 2 0 1 1 4 0 0 0 0 2 0 0 0 0 3 1 0 0 0 0 11 0 0 1 1 0
報への原稿掲載や視察対応等も含む） 2 1 2

Ｄ 図書館資料の選定、購入 8 2 1 0 0 1 0 2 2 4 0 0 0 0 2 0 0 0 0 3 1 0 0 0 0 10 2 0 0 1 0
5 1 1 1

Ｅ 納入された資料の確認、 5 4 1 0 0 1 0 3 2 3 0 0 1 0 2 0 0 0 0 3 1 0 0 0 0 10 2 0 0 1 0
装備や目録の作成・登録 3 1 1 1 1

Ｆ 新着本、返却本などの日 6 1 2 0 0 2 1 3 2 0 1 0 0 1 1 0 0 0 2 1 1 0 0 0 0 12 0 0 0 1 0
常的な排架や書架整理 2 2

Ｇ カウンターでの貸出手続 6 1 2 0 0 2 1 3 2 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 3 1 0 0 1 0 10 2 0 0 1 0
き 3 2

Ｈ 読書相談・読書案内・館 8 1 1 0 0 2 0 4 3 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 3 1 0 0 1 0 7 3 1 0 2 0
内案内 4 1 2

Ｉ レファレンスサービス 8 0 2 0 0 2 1 3 3 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 3 1 0 0 1 0 7 1 3 0 2 0
4 2 1

Ｊ 相互貸借の受付、他図書 8 0 2 0 0 1 1 3 2 2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 3 1 0 0 1 0 12 0 0 0 1 0
館への依頼 4 1 1 1

Ｋ 学校、児童館等と連携して 7 2 0 0 1 1 0 3 2 3 0 0 0 0 2 0 0 0 1 2 1 0 0 0 0 8 0 0 2 2 0
行う図書館サービスの実施 2 1 1 1

Ｌ 図書館が主催する講座、 8 1 0 0 1 1 0 2 2 3 0 0 0 0 2 0 0 0 1 2 1 0 0 0 0 8 0 0 1 1 1
研修会、展示会等の実施 1 1 1

Ｍ 図書館が主催するお話会 5 2 3 0 1 1 0 3 1 3 0 0 0 0 2 0 1 0 1 2 1 0 0 0 0 11 0 0 1 1 0
等の子ども向け行事の実施 2 2

Ｎ 図書館が主催する情報検索講習会、インターネッ 3 1 0 0 3 0 0 2 1 3 0 0 0 0 2 0 0 1 0 3 1 0 0 0 1 3 0 1 1 2 1
ト利用講習会など、情報関連の行事の実施 1 1

（注）各欄の下段の斜字体の数字は、司書等の資格を有する人が中心となって当該業務を行っていると回答した図書館数である。
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【千葉県】

（１）常勤職員 （２）再雇用職員等 （３）委託先の職員 （４）ボランティア （５）その他 問６－２

ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ カ

Ａ 図書館規則の制定、改正 30 3 0 0 0 0 0 0 0 14 0 0 0 0 3 0 0 0 0 7 0 0 0 0 4 25 4 1 0 2 0
等 3 2

Ｂ 図書館の基本計画、サー 30 3 0 0 0 0 0 0 0 14 0 0 0 0 3 0 0 0 0 7 0 0 0 0 4 22 5 2 0 2 0
ビス計画の策定等 6 2

Ｃ 図書館広報の実施（自治体広 29 0 4 0 0 0 0 2 0 12 0 0 1 0 2 0 0 1 0 7 0 0 1 0 3 25 3 0 0 3 0
報への原稿掲載や視察対応等も含む） 5 2 1

Ｄ 図書館資料の選定、購入 29 0 4 0 0 0 0 4 0 11 0 0 1 0 2 0 0 0 0 7 1 0 0 0 3 17 10 4 0 0 0
14 3

Ｅ 納入された資料の確認、 23 5 3 1 0 1 0 12 8 5 0 0 2 0 2 0 0 0 2 5 0 0 2 0 2 19 11 1 0 0 0
装備や目録の作成・登録 7 2 3 1 4 2

Ｆ 新着本、返却本などの日 20 8 3 0 0 1 0 15 10 2 0 0 2 0 1 0 0 2 2 4 1 0 2 0 1 22 9 0 0 0 0
常的な排架や書架整理 2 4 2 3 1

Ｇ カウンターでの貸出手続 23 5 4 0 0 2 1 15 8 2 0 0 3 0 1 0 0 2 1 6 1 0 2 0 1 27 2 2 0 0 0
き 3 2 2 2 3

Ｈ 読書相談・読書案内・館 26 2 3 1 0 0 0 9 4 8 0 0 1 1 1 0 0 0 1 6 1 0 1 0 2 15 6 7 0 3 0
内案内 10 2 1

Ｉ レファレンスサービス 29 1 3 0 0 0 0 7 4 8 0 0 1 0 2 0 0 0 0 7 0 0 1 0 3 16 3 10 0 2 0
13 3 3 1

Ｊ 相互貸借の受付、他図書 26 3 2 1 0 0 0 9 1 8 0 0 1 0 2 0 0 0 0 7 1 0 0 0 3 26 4 0 1 0 0
館への依頼 10 1 1 1 3

Ｋ 学校、児童館等と連携して 27 2 3 0 0 0 0 8 1 7 0 0 1 0 2 0 0 0 1 6 1 0 0 0 3 17 7 1 3 1 1
行う図書館サービスの実施 12 1 2 2

Ｌ 図書館が主催する講座、 28 1 3 0 0 0 0 6 3 7 0 0 1 0 2 0 0 0 2 5 1 0 0 1 2 18 8 1 1 2 0
研修会、展示会等の実施 9 2 1 1

Ｍ 図書館が主催するお話会 26 3 3 0 0 1 0 7 5 7 0 0 1 0 3 0 0 5 2 3 1 0 0 1 2 24 5 1 1 0 0
等の子ども向け行事の実施 9 2 2 1 1

Ｎ 図書館が主催する情報検索講習会、インターネッ 12 0 2 0 4 0 0 0 1 8 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2 1 0 0 0 3 5 2 3 2 1 6
ト利用講習会など、情報関連の行事の実施 1 2 1

（注）各欄の下段の斜字体の数字は、司書等の資格を有する人が中心となって当該業務を行っていると回答した図書館数である。
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【石川県】

（１）常勤職員 （２）再雇用職員等 （３）委託先の職員 （４）ボランティア （５）その他 問６－２

ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ カ

Ａ 図書館規則の制定、改正 11 2 0 0 1 1 0 0 0 6 0 0 0 0 4 0 0 0 0 3 0 0 0 0 2 7 0 5 0 1 0
等 5 2 1 1

Ｂ 図書館の基本計画、サー 11 1 0 0 1 1 0 0 1 5 0 0 0 0 4 0 0 0 0 3 0 0 0 0 2 6 2 2 0 2 0
ビス計画の策定等 6 1 1 1

Ｃ 図書館広報の実施（自治体広 8 4 1 0 0 0 0 5 3 2 0 0 0 0 4 0 0 0 0 3 0 0 0 0 2 9 2 0 1 1 0
報への原稿掲載や視察対応等も含む） 5 1 1 1 1

Ｄ 図書館資料の選定、購入 11 1 2 0 0 0 2 2 2 3 0 0 0 0 4 0 0 0 0 3 0 0 0 0 2 9 0 2 1 1 0
9 2 1 1

Ｅ 納入された資料の確認、 6 6 1 0 0 2 0 7 2 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 3 0 0 1 0 1 9 1 0 2 1 0
装備や目録の作成・登録 3 3 1 2 2

Ｆ 新着本、返却本などの日 7 4 2 0 0 2 0 7 2 0 0 0 1 1 2 1 0 0 1 1 0 0 0 0 2 8 3 0 1 1 0
常的な排架や書架整理 3 3 2 1 2

Ｇ カウンターでの貸出手続 8 3 2 0 0 3 0 6 3 0 0 0 1 0 3 0 0 0 0 3 0 0 0 0 2 10 1 0 1 1 0
き 4 2 2 1 2 1

Ｈ 読書相談・読書案内・館 10 2 2 0 0 1 0 5 3 0 0 0 1 0 3 0 0 0 0 3 0 0 0 0 2 9 1 1 1 1 0
内案内 6 1 2 1 1

Ｉ レファレンスサービス 11 1 2 0 0 1 0 4 3 1 0 0 0 0 4 0 0 0 0 3 0 0 0 0 2 7 1 3 1 1 0
8 1 2 1 1

Ｊ 相互貸借の受付、他図書 9 2 2 0 0 0 0 5 2 3 0 0 0 0 4 0 0 0 0 3 0 0 0 0 2 8 1 2 1 1 0
館への依頼 7 1 2 1

Ｋ 学校、児童館等と連携して 8 3 1 0 1 1 0 6 2 2 0 0 0 0 4 0 0 0 0 3 0 0 0 0 2 6 3 1 1 1 0
行う図書館サービスの実施 5 2 1 1 1 1

Ｌ 図書館が主催する講座、 9 2 1 0 1 2 0 3 4 1 0 0 0 0 4 0 0 0 1 2 0 0 0 0 2 9 1 1 0 1 0
研修会、展示会等の実施 5 1 1 1 1

Ｍ 図書館が主催するお話会 9 2 1 0 1 1 0 4 3 1 0 0 0 0 4 0 0 1 3 0 0 0 0 0 2 9 1 1 0 1 0
等の子ども向け行事の実施 5 1 1 1 1 1

Ｎ 図書館が主催する情報検索講習会、インターネッ 7 1 0 0 3 0 0 1 2 4 0 0 0 0 3 0 0 0 1 2 0 0 0 0 2 6 1 0 0 2 2
ト利用講習会など、情報関連の行事の実施 5 1

（注）各欄の下段の斜字体の数字は、司書等の資格を有する人が中心となって当該業務を行っていると回答した図書館数である。
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【兵庫県】

（１）常勤職員 （２）再雇用職員等 （３）委託先の職員 （４）ボランティア （５）その他 問６－２

ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ カ

Ａ 図書館規則の制定、改正 25 2 0 0 0 0 0 0 0 11 0 0 0 0 5 0 0 0 0 5 0 0 0 0 2 18 0 1 0 2 1
等 7 1 1

Ｂ 図書館の基本計画、サー 27 2 0 0 0 0 2 2 1 10 0 0 0 0 5 0 0 0 0 6 0 0 0 0 2 14 2 3 0 3 0
ビス計画の策定等 11 2 2 1

Ｃ 図書館広報の実施（自治体広 24 1 3 0 0 1 3 3 4 6 0 0 1 0 4 0 0 1 0 5 0 0 0 0 2 18 2 0 0 2 0
報への原稿掲載や視察対応等も含む） 11 2 3 2 1

Ｄ 図書館資料の選定、購入 24 2 3 0 0 3 3 6 2 6 0 0 0 0 5 0 0 0 0 6 0 0 0 0 2 15 3 4 0 1 0
13 1 3 2 3 4 1

Ｅ 納入された資料の確認、 19 3 3 0 1 3 1 15 4 0 1 0 3 0 2 0 0 0 0 6 0 0 0 0 2 19 2 0 0 1 0
装備や目録の作成・登録 9 2 3 2 1 9 1

Ｆ 新着本、返却本などの日 19 3 3 0 1 4 1 16 3 1 1 1 2 0 2 0 0 1 3 3 1 0 0 0 1 18 3 0 0 1 0
常的な排架や書架整理 9 1 2 1 1 8 1

Ｇ カウンターでの貸出手続 20 4 3 0 1 5 2 13 3 1 1 1 2 1 2 0 0 1 0 5 1 0 0 0 1 18 2 2 0 1 0
き 10 2 2 1 2 6 1

Ｈ 読書相談・読書案内・館 23 4 2 0 0 4 1 11 5 1 1 0 2 0 2 0 0 1 0 5 0 0 0 1 1 16 1 4 1 1 0
内案内 11 1 2 2 1 5 1

Ｉ レファレンスサービス 23 4 2 0 0 5 2 10 4 2 0 0 2 0 3 0 0 1 0 5 0 0 0 1 1 10 4 8 0 1 0
13 2 2 3 2 6 1

Ｊ 相互貸借の受付、他図書 21 3 3 0 0 5 2 11 1 4 0 0 1 0 4 0 0 0 0 6 0 0 0 0 2 16 5 0 0 1 0
館への依頼 10 1 2 3 2 7 1

Ｋ 学校、児童館等と連携して 25 2 1 0 0 1 2 7 4 4 0 0 0 0 5 1 0 2 1 3 0 0 0 0 2 14 2 1 1 3 1
行う図書館サービスの実施 12 2 1 1 2 4 1

Ｌ 図書館が主催する講座、 27 1 0 0 0 2 3 5 7 1 0 0 0 0 5 1 0 0 0 5 0 0 0 0 2 15 2 1 1 3 0
研修会、展示会等の実施 14 1 3 3 2

Ｍ 図書館が主催するお話会 23 2 0 0 2 5 2 9 5 1 1 0 0 0 4 0 0 9 2 3 0 0 0 0 2 19 1 2 0 1 0
等の子ども向け行事の実施 13 1 3 2 6 1

Ｎ 図書館が主催する情報検索講習会、インターネッ 11 0 0 0 5 1 0 1 2 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 6 0 0 0 2 1
ト利用講習会など、情報関連の行事の実施 4 1

（注）各欄の下段の斜字体の数字は、司書等の資格を有する人が中心となって当該業務を行っていると回答した図書館数である。
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【広島県】

（１）常勤職員 （２）再雇用職員等 （３）委託先の職員 （４）ボランティア （５）その他 問６－２

ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ カ

Ａ 図書館規則の制定、改正 12 1 0 0 0 1 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1 0 0 0 0 11 0 0 0 0 0
等 1

Ｂ 図書館の基本計画、サー 12 1 0 0 0 1 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 7 0 1 0 1 1
ビス計画の策定等

Ｃ 図書館広報の実施（自治体広 9 3 0 0 0 0 1 5 1 2 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 8 0 1 0 2 0
報への原稿掲載や視察対応等も含む） 1

Ｄ 図書館資料の選定、購入 8 3 0 0 0 0 1 5 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 7 0 3 0 1 0
3 1 2 1 1

Ｅ 納入された資料の確認、 9 2 0 0 0 1 2 6 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 9 2 0 0 0 0
装備や目録の作成・登録 4 2 1 1

Ｆ 新着本、返却本などの日 7 2 0 1 0 4 2 7 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 10 1 0 0 0 0
常的な排架や書架整理 1 2 1 1 2

Ｇ カウンターでの貸出手続 8 1 0 1 0 5 1 6 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 10 1 0 0 0 0
き 1 1 1

Ｈ 読書相談・読書案内・館 10 2 0 0 0 2 1 8 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 9 0 2 0 0 0
内案内 1 1 1 1 1 1 1

Ｉ レファレンスサービス 10 2 0 0 0 4 1 6 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 8 0 3 0 0 0
2 1 2 1 1 1 1

Ｊ 相互貸借の受付、他図書 11 1 0 0 0 1 1 4 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 9 1 1 0 0 0
館への依頼 3 1

Ｋ 学校、児童館等と連携して 8 1 0 0 1 2 0 2 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 7 1 1 0 1 0
行う図書館サービスの実施 1 1 1 1

Ｌ 図書館が主催する講座、 11 2 0 0 0 0 0 4 2 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 8 1 1 0 1 0
研修会、展示会等の実施 2 1 1

Ｍ 図書館が主催するお話会 9 2 0 0 0 0 0 4 1 1 0 0 1 0 0 1 0 1 2 0 1 0 0 0 0 7 1 1 0 1 0
等の子ども向け行事の実施 2 1

Ｎ 図書館が主催する情報検索講習会、インターネッ 7 1 0 0 2 0 0 1 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 5 1 1 1 1 0
ト利用講習会など、情報関連の行事の実施

（注）各欄の下段の斜字体の数字は、司書等の資格を有する人が中心となって当該業務を行っていると回答した図書館数である。
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【宮崎県】

（１）常勤職員 （２）再雇用職員等 （３）委託先の職員 （４）ボランティア （５）その他 問６－２

ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ カ

Ａ 図書館規則の制定、改正 10 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 4 2 0 0 1 1
等 3

Ｂ 図書館の基本計画、サー 10 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2 3 0 1 1 1
ビス計画の策定等 3

Ｃ 図書館広報の実施（自治体広 8 0 1 0 0 0 0 3 0 3 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 5 2 0 0 1 0
報への原稿掲載や視察対応等も含む） 2 1 1

Ｄ 図書館資料の選定、購入 7 0 1 0 0 1 0 3 0 3 0 0 2 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 5 0 3 0 0 0
3 1 1

Ｅ 納入された資料の確認、 6 1 1 0 0 1 0 4 1 1 0 0 2 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 7 1 0 0 0 0
装備や目録の作成・登録 2 1 1

Ｆ 新着本、返却本などの日 6 0 1 0 0 1 0 4 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 5 3 0 0 0 0
常的な排架や書架整理 2 2

Ｇ カウンターでの貸出手続 6 0 1 0 0 2 0 5 1 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 7 0 1 0 0 0
き 3 2

Ｈ 読書相談・読書案内・館 6 0 1 0 0 1 0 4 1 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 4 1 1 1 1 0
内案内 3 2

Ｉ レファレンスサービス 7 0 1 0 0 1 0 4 0 1 0 0 1 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2 1 4 1 0 0
4 1 2

Ｊ 相互貸借の受付、他図書 5 0 1 0 0 2 0 3 1 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 6 2 0 0 0 0
館への依頼 3 1 1

Ｋ 学校、児童館等と連携して 8 0 0 0 0 0 0 2 1 1 0 0 1 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 3 3 0 1 0 1
行う図書館サービスの実施 2 1

Ｌ 図書館が主催する講座、 8 0 0 0 0 1 0 1 2 0 0 0 1 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 6 0 0 1 1 0
研修会、展示会等の実施 2

Ｍ 図書館が主催するお話会 5 0 1 0 0 0 0 4 2 0 0 0 1 0 2 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 7 0 0 1 0 0
等の子ども向け行事の実施 2 1 1

Ｎ 図書館が主催する情報検索講習会、インターネッ 5 0 0 0 1 0 0 0 2 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 3 0 1 1 0 1
ト利用講習会など、情報関連の行事の実施

（注）各欄の下段の斜字体の数字は、司書等の資格を有する人が中心となって当該業務を行っていると回答した図書館数である。
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【沖縄県】

（１）常勤職員 （２）再雇用職員等 （３）委託先の職員 （４）ボランティア （５）その他 問６－２

ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ カ

Ａ 図書館規則の制定、改正 9 5 0 0 0 1 0 1 0 3 1 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 1 1 11 1 0 0 0 0
等 2

Ｂ 図書館の基本計画、サー 7 5 1 0 0 1 0 2 0 3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 1 1 10 1 0 0 0 0
ビス計画の策定等 2

Ｃ 図書館広報の実施（自治体広 9 3 1 0 0 2 0 4 4 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 1 1 11 0 0 0 0 0
報への原稿掲載や視察対応等も含む） 3 1 1 3

Ｄ 図書館資料の選定、購入 10 1 1 0 0 4 0 4 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 1 1 10 0 1 0 0 0
4 1 2 2

Ｅ 納入された資料の確認、 9 1 2 0 0 4 0 4 3 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 1 1 9 2 0 0 0 0
装備や目録の作成・登録 4 1 2 2 2

Ｆ 新着本、返却本などの日 10 1 1 0 0 4 0 5 3 0 0 0 0 0 1 0 0 0 3 1 0 0 0 1 1 8 3 0 0 0 0
常的な排架や書架整理 5 3 3 2

Ｇ カウンターでの貸出手続 10 1 1 0 0 4 0 5 3 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 1 1 11 0 0 0 0 0
き 5 3 3 2

Ｈ 読書相談・読書案内・館 10 1 1 0 0 4 0 4 4 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 1 1 7 2 1 0 1 0
内案内 3 1 2 3

Ｉ レファレンスサービス 9 2 1 0 0 4 0 4 3 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 1 1 7 1 3 0 0 0
5 3 3 2

Ｊ 相互貸借の受付、他図書 6 3 2 0 1 4 0 4 3 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 1 1 9 2 0 0 0 0
館への依頼 2 1 1 2 2 2

Ｋ 学校、児童館等と連携して 6 4 2 0 0 2 0 4 4 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 1 1 6 3 0 0 1 1
行う図書館サービスの実施 1 2 1 2 3

Ｌ 図書館が主催する講座、 9 2 2 0 0 3 0 4 4 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 2 0 0 0 1 1 9 2 0 0 0 0
研修会、展示会等の実施 2 1 1 1 2 3

Ｍ 図書館が主催するお話会 8 3 1 0 0 3 1 4 3 0 0 0 0 0 1 1 0 0 3 0 0 0 0 1 1 9 2 0 0 0 0
等の子ども向け行事の実施 3 2 2 1 2 2 2

Ｎ 図書館が主催する情報検索講習会、インターネッ 5 2 2 0 2 2 0 3 1 3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 1 1 6 2 0 0 1 0
ト利用講習会など、情報関連の行事の実施 1 1

（注）各欄の下段の斜字体の数字は、司書等の資格を有する人が中心となって当該業務を行っていると回答した図書館数である。
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〇 その他、日常の図書館業務の実施にあたり課題となっていることがありましたら、

自由記入欄に記入してください。

・県立図書館の指導のもとに、図書館図書室の連携を重点に協力し合い、地域に根ざした

活動を実施するよう努力している

・市町村合併が行われてから日が浅いため、運営はまだ軌道に乗っているとはいえないが、

各図書館がそれぞれの地域で地域カラーを生かして運営を行おうとしている

・「協働パートナー制度」を導入し、窓口業務をグループ会員と図書館職員が協働で行っ

ている（委託ではなく責任は職員が負うことになっており、有償ボランティアに近い）

・館長が非常勤なので業務がスムーズに行えないことが多い

・分館には、嘱託・臨時職員しかおらず、業務上の責任体制が課題となっている

・図書館サービスについては、公民館職員が兼務で実施している

・図書館サービスの中心になるのは司書であり、サービスを向上させていくには司書等の

採用や増員が必要と考えている

・一部の館では実態として、貸出・返却サービスのみしか実施できない状態である

・サービス計画を進める責任は市職員（行政）にあり、図書館サービスを担うのは非常勤

嘱託職員であるが、雇用形態が異なるため情報交換の不足が生じやすく、まとまりのあ

る取組が困難になっている

・隣接市町村で民間の指定管理者が導入されており、今後の変化に予断を許さない状況（昨

年までは、臨時職員が多くいたが、今年から資格を持たない正規職員や嘱託職員に替わ

り仕事への熱意が低下している）
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公立図書館職員の採用と業務内容に関する調査

質 問 票

〔１〕 図書館の運営形態について

問１ 図書館の運営形態は何ですか。

ア 図書館の専門的業務はすべて直営

イ 図書館の専門的業務について一部は業務委託

ウ 図書館の専門的業務はすべて業務委託（管理業務等は直営）

エ 指定管理者制度等によりすべて外部事業者が実施

オ その他 →具体的な形態を回答用紙に記入してください

（注１）問１で、「ウ」又は「エ」と回答した図書館の方へ

回答用紙の自由記入欄に、①業務受託事業者の名称と事業所所在地、②本件及び業務・委託契約の内

容等について照会する場合の連絡先（図書館、受託事業者、教育委員会など）を記入してください。（本

調査票の問２以降の回答は不要です。）

（注２）図書館の専門的業務とは、

資料の収集・保存業務、各種利用者サービス業務、都道府県立図書館における市町村立図書館支援業

務等を指します。また、施設の維持・管理、清掃等や単純な図書館資料の搬送業務等は除きます。
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〔２〕図書館で働いている人の類型及び人数について

（注１）問１（注２）に示す図書館の専門的業務に従事する人に、図書館の総務、会計等に従事する人を

加えた人を対象として、本年７月１日現在の数値を記入してください。

（注２）複数の図書館が設置されている場合は、中央館等の数値を回答用紙１枚目に、それ以外の図書館

の数値を回答用紙２枚目に回答してください。

（注３）「勤務時間計」欄には、該当する人全員分の１週間あたりの勤務時間の合計を記入してください。

（注４）問２ー３について、業務委託先の社員（職員）が図書館に出向いて働く場合に「派遣職員」など

という呼び方をする図書館がありますが、業務委託契約に基づく社員等は問２－２に含めてください。

問２－１ 図書館で働いている地方公共団体職員について記入してください。

① 常勤職員（司書職） （ ）人

② 常勤職員（事務職等） （ ）人 うち司書等有資格者（ ）人

③ 地方公務員法第２８条の４の規定に基づく再任用・再雇用職員

・（ ）人 うち司書等有資格者（ ）人 勤務時間計（ ）時間

・再任用職員の雇用契約期間（ ）ヶ月 契約更新等による実質的雇用最長期間（ ）ヶ月

・契約更新制限のない再任用職員がいるか・・ いれば、（ ）人 うち有資格者（ ）人

④ 地方公務員法第３条第３項第３号の規定に基づく非常勤（嘱託）職員

・（ ）人 うち司書等有資格者（ ）人 勤務時間計（ ）時間

・非常勤職員の雇用契約期間（ ）ヶ月 契約更新等による実質的雇用最長期間（ ）ヶ月

・契約更新制限のない非常勤職員がいるか・・ いれば、（ ）人 うち有資格者（ ）人

⑤ 地方公務員法第２２条第２項又は第５項の規定に基づく臨時職員

・（ ）人 うち司書等有資格者（ ）人 勤務時間計（ ）時間

・臨時職員の雇用契約期間（ ）ヶ月 契約更新等による実質的雇用最長期間（ ）ヶ月

・契約更新制限のない臨時職員がいるか・・ いれば、（ ）人 うち有資格者（ ）人

問２－２ 図書館で働く外部事業者の社員（職員）について記入してください。
（注）すべての欄に記入できない場合でも可能な範囲で数値を記入してください。

⑥ 当該事業者の終身雇用の正社員 （ ）人 うち司書等有資格者（ ）人

⑦ 当該事業者の正社員で雇用期間の定めのある人

（ ）人 うち司書等有資格者（ ）人 勤務時間計（ ）時間

⑧ 当該事業者にアルバイト・パート等で雇用されている人

（ ）人 うち司書等有資格者（ ）人 勤務時間計（ ）時間

⑨ ⑥～⑧の合計 総数（ ）人 うち司書等有資格者（ ）人 勤務時間計（ ）時間

問２－３ 図書館に労働者派遣法に基づく派遣労働者はいますか。
いない ・ いる （ ）人 うち司書等有資格者（ ）人 勤務時間計（ ）時間

問２－４ 図書館ボランティアはいますか。
いない ・ いる （ ）人 うち司書等有資格者（ ）人 勤務時間計（ ）時間

問２－５ 上記以外に図書館で働いてる人はいますか
いない ・ いる →どういう立場の人か、その人数など、具体的に記入してください
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〔３〕図書館に勤務する常勤職員の採用及び任命について

問３－１ 司書及び司書補（以下、「司書等」という）について、専門職として

の任命がありますか。

ア ある

イ 制度はあるが、現在、任命されている職員はいない

ウ ない（過去にもなかった、確認できる限り過去にもなかった）

エ 過去にあったが、現在は廃止された

オ その他 →具体的に記入してください

問３－２ 問 3-1 で「ア」と回答した図書館にお聞きします。過去の採用等の実

績を記入してください。（過去１０年間の募集人数、応募人数、採用人数、

及び事務職等から異動して司書等として任命された人数を、各年度ごとに記

入してください。なお、過去１０年間にまったく採用等がない場合は、最新

の実績について記入してください。）

問３－３ 問 3-1 で「ア」と回答した図書館にお聞きします。公立図書館以外で、

司書等の専門職が配置されている勤務先はありますか。該当するものを選択

し、ア、イについては施設数と配置職員数を、ウ、エ、オについては、具体

的な施設名と配置職員数を記入してください。

ア 公立学校

イ 公民館

ウ 博物館

エ 試験研究機関

オ その他 →具体的に記入してください
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問３－４ 図書館の専門的業務を行う職員の採用はどのようになっていますか。

地方公共団体または図書館としての方針を、具体的な方針等がない場合は過

去５年間程度の実績等を踏まえ回答してください。

ア 図書館職員としての募集・採用試験がある

イ 図書館職員としての募集がある。一般行政職と同じ一次試験（筆記試験等）

を行い、二次試験（面接や専門分野の筆記試験等）で図書館学に関する出

題がある

ウ 一般行政職としての採用者の中から、本人の希望を確認しつつ、司書有資

格者を優先的に図書館に配置する

エ 一般行政職の採用者の中から図書館に配置されるが、司書資格の有無、本

人の希望等は考慮されない

オ その他 →具体的に記入してください

問３－５ 図書館の専門的業務を行う職員を新規に採用する場合、採用までの時

点で図書館は選考に加わりますか。

ア 募集、試験問題作成、面接、選考等に図書館が関与する

→図書館が関与する具体的な業務を記入してください

イ 図書館長や図書館職員が選考委員等の一員となって採用手続に参画する

ウ あらかじめ図書館の希望を採用担当部局に提示しておき、その方針に基づ

き採用担当部局が実施する

エ 図書館は採用担当部局に採用したい人材の能力等を提示する機会がある

が、図書館の意向がどの程度反映されるかは不明（又は、図書館の意向は

あまり反映されない）

オ 通常の定員要求等の手順があるのみで、採用者や異動による補充となるか

などは、異動時期の直前まで不明である

カ その他 →具体的に記入してください
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〔４〕常勤職員の図書館と外部機関との間の異動について

問４－１ 図書館の専門的業務に従事している職員の異動はどのようになってい

ますか。過去１０年程度の実績の説明としてもっともあてはまるものを選択

してください。①専門職として任命された職員、②司書資格を有しているが

専門職としては任命されていない職員、について回答してください。（専門

職としての任命のない図書館については、②のみ回答してください。）

ア 本人の希望がない限り、退職までの間、原則として図書館（問 3-3 の各施

設や人事交流等による隣接自治体の図書館等を含む）に勤務する

イ 管理職登用などの節目に図書館外に異動する場合がある（一定の職務経験

後に図書館の管理職となる）

ウ 管理職登用などの節目に図書館外に異動する場合がある（管理職となった

後は一般行政職と同じ扱いとなり、図書館に復帰する保証はなくなる）

エ 一定の勤務期間を経過したら図書館外に異動することが通例である（一定

の職務経験後は図書館に復帰する）

オ 一定の勤務期間を経過したら図書館外に異動することが通例である（一般

行政職と同じ扱いとなり、図書館に復帰する保証はなくなる）

カ 図書館外への異動も普通にある（一般行政職と同じ扱いである）

キ その他 →具体的に記入してください

問４－２ 常勤地方公共団体職員の、図書館外から図書館への異動はどのように

なっていますか。過去５年間程度の実績の説明としてもっともあてはまるも

のを選択してください。

ア 司書資格を有する人で図書館勤務を希望する人が異動する

イ 司書資格を有する人が異動するが、本人の希望は、あまり考慮されない

ウ 司書資格の有無に関係なく異動があるが、司書資格取得の機会が与えられ

る（講習への派遣や通信教育受講費の補助制度等がある）

エ 司書資格の有無に関係なく異動があるが、司書資格取得の機会はない

オ その他 →具体的に記入してください
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〔５〕非常勤（嘱託）職員や臨時職員の採用について

問５－１ 非常勤（嘱託）職員や臨時職員の採用はどのようになっていますか。

ア 募集や選考を図書館が行う

イ 募集や選考を教育委員会が行う

ウ 募集や選考を教育委員会が行うが、図書館の希望は一定程度、反映される

エ 募集や選考を首長部局が行う

オ 募集や選考を首長部局が行うが、図書館の希望は一定程度、反映される

カ その他 →具体的に記入してください

問５－２ 採用の際に試験等は実施しますか。

ア 図書館学に関する筆記試験を行う（筆記及び面接の両方を行う場合を含む）

イ 図書館学に関する口答試験、面接等を行う

ウ 履歴書等で図書館学に関する知識の有無を判断する

エ 図書館学に関する知識は問わない

オ その他 →具体的に記入してください

問５－３ 選考にあたっての図書館学に関する知識とそれ以外の条件（面接での

態度や図書館以外での職歴、人柄など）との評価割合はどうなっていますか。

ア 図書館学に関する一定の知識を持っていることが採用の必要要件

イ 図書館学に関する知識を持っていることは採用できわめて重要な評価点

ウ 図書館学に関する知識も評価するが、人柄などの方が重要な評価点

エ 人柄などの評価が中心であり、図書館学に関する知識については、あれば

望ましい、という程度

オ 採用する時によって異なる（採用する職員ごとに具体的な担当業務が決ま

っており、その業務に応じて評価することになっている）

カ その他 →具体的に記入してください

〇 その他、職員の採用や任命に関して課題となっていることがありましたら、

自由記入欄に記入してください。
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〔６〕図書館業務の実施状況について

問６－１ Ａ～Ｎの各業務は、(1)～(5)のどの人が担当していますか。業務の分

担として、もっとも当てはまる状況を、ア～オからそれぞれ選択して回答し

てください。

なお、司書等の資格を有する人が中心となって当該業務を行っている場合

は、○など、「○」をつけて回答してください。ア

【図書館勤務者の分類】

(1) 常勤職員

(2) 再雇用職員、非常勤（嘱託）職員、臨時職員

(3) 業務委託先の職員（社員）、派遣社員等

(4) 図書館ボランティア

(5) その他（具体的に記入）

【具体的な業務の種類】

Ａ 図書館規則の制定、改正等

Ｂ 図書館の基本計画、サービス計画の策定等

Ｃ 図書館広報の実施（自治体広報への原稿掲載や視察対応等も含む）

Ｄ 図書館資料の選定、購入

Ｅ 納入された資料の確認、装備や目録の作成・登録

Ｆ 新着本、返却本などの日常的な排架や書架整理

Ｇ カウンターでの貸出手続き

Ｈ 読書相談・読書案内・館内案内

Ｉ レファレンスサービス

Ｊ 相互貸借の受付、他図書館への依頼

Ｋ 学校、児童館等と連携して行う図書館サービスの実施

Ｌ 図書館が主催する講座、研修会、展示会等の実施

Ｍ 図書館が主催するお話会等の子ども向け行事の実施

Ｎ 図書館が主催する情報検索講習会、インターネット利用講習会など、情報関連の行事の実施

【業務分担の分類】

ア 当該業務の全体を実施する。（下記の「イ」及び「ウ」の業務の両方を行う。）

イ 当該業務の責任者・調整役等の立場で、方針策定・基本的ルールの決定・企画立案・例外事象に対

する判断等を実施を行う。（現場での実務は行わない。）

ウ （「イ」の人の指示により）当該業務の現場での実務・サービスの実施・個別の書類や資料の作成等

を中心となって行う

エ 「ウ」の人を支援する立場で現場での作業等の補助的な業務（講習会の会場整理を含む）を行う

オ 当該業務は担当していない
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【問６-１の記入上の注意】

・業務分担は、通常の場合を前提に回答してください。（業務多忙時や職員の一部のみが出勤する休日等に

業務を分担することがあり得る場合などは含めずに回答してください。）

・当該業務について、誰が担当するかは決まっておらず、その時々に実施可能な人が実施しているような

場合についても、実施する可能性のある選択肢ア～オのいずれかを記入してください。また、中央館等

とそれ以外の館で担当が異なる場合は、中央館等の状況を回答してください。（必要に応じ、自由記入

欄に記入してください。）

・当該業務を、他の機関の職員や外部の会社等が実施している場合（併設公民館の職員が実施している場

合など）は自由記入欄に記入してください。

【記入例】

・カウンターでの貸出手続きについて、常勤職員の司書が作業手順の決定等を行い、カウンターでの業務

を臨時職員と有資格の図書館ボランティアが行う場合

G

(1) イ○

(2) ウ

(3) オ ←（３）に該当する人がいるが当該業務は担当していない場合は「オ」を
記入（空欄にしない）

(4) ウ〇

(5) ←（５）に該当する人が図書館にいない（問２で０人又は「いない」と
回答）場合は空欄

問６－２ 問 6-1 のＡ～Ｎの各業務について、業務の実施状況はどうですか。

ア 業務は適切に運営されている

イ 担当する職員の状況に比べて業務量が多く、業務が滞る場合がある

ウ 業務内容に専門的な知識が必要な場合があり、担当職員の専門性の不足を

感じる場合がある

エ 業務分担が不明確・不適切などで、業務が適切に実施されない場合がある

オ 業務の内容や結果について評価や分析は行っていない

カ その他 →具体的に記入してください

〇 その他、日常の図書館業務の実施にあたり課題となっていることがありまし

たら、自由記入欄に記入してください。

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。

（平成１９年８月７日（火）までにメール、ファクシミリ又は郵送でご回答ください。）



（Ｆａｘ送信票）

筑波大学 From：

図書館情報メディア研究科専任講師 （図書館名） （都道府県名）

濱 田 幸 夫 宛 （担当者氏名） （課係名・役職）

（Ｆａｘ ） （電話） （Ｆａｘ）

公立図書館職員の採用と業務内容に関する調査回答用紙

問１ 問２－２

←ウ、エの場合は注１を参照 ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

人数

問２－１
うち有資格者

① ② ③ ④ ⑤

勤務時間計

人数

うち有資格者 問２－３～問２－５

勤務時間計 問２－３ 問２－４ 問２－５

雇用契約期間 いる いない いない いない

最長契約期間 人数

更新制限なし人数 うち有資格者

うち有資格者 勤務時間計

問３
問１、問２、問３に関する自由記入欄

問３－１ 問３－２

問３－４

問３－５

問３－３ ア イ ウ エ オ

問４、問５に関する自由記入欄

問４・問５

問４－１① 問４－１② 問４－２ 問５－１ 問５－２ 問５－３任命あり 任命なし

問６
問６に関する自由記入欄

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

問６－２

（その２）

公立図書館職員の採用と業務内容に関する調査回答用紙

複数の図書館が設置されている場合のみ記入して返送してください。

（回答図書館名）

（都道府県名）

図書館（分館等）名 問２－２

⑥ ⑦ ⑧ ⑨

人数

問２－１
うち有資格者

① ② ③ ④ ⑤
勤務時間計

人数

うち有資格者 問２－３～問２－５

勤務時間計 問２－３ 問２－４ 問２－５

雇用契約期間 いる いない いない いない

最長契約期間 人数

更新制限なし人数 うち有資格者

うち有資格者 勤務時間計

図書館（分館等）名 問２－２

⑥ ⑦ ⑧ ⑨

人数

問２－１
うち有資格者

① ② ③ ④ ⑤
勤務時間計

人数

うち有資格者 問２－３～問２－５

勤務時間計 問２－３ 問２－４ 問２－５

雇用契約期間 いる いない いない いない

最長契約期間 人数

更新制限なし人数 うち有資格者

うち有資格者 勤務時間計

図書館（分館等）名 問２－２

⑥ ⑦ ⑧ ⑨

人数

問２－１
うち有資格者

① ② ③ ④ ⑤
勤務時間計

人数

うち有資格者 問２－３～問２－５

勤務時間計 問２－３ 問２－４ 問２－５

雇用契約期間 いる いない いない いない

最長契約期間 人数

更新制限なし人数 うち有資格者

うち有資格者 勤務時間計
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